
備備北北丘丘陵陵公公園園
北北入入口口オオーーププンン

４４月月2266日日､､ 備備北北丘丘陵陵公公園園のの新新エエリリアア ｢｢北北入入口口セセンンタターーエエリリアア・・
みみののりりのの里里｣｣ ががオオーーププンンしし､､ 庄庄原原市市街街地地かかららののアアククセセススがが便便利利
ににななりりままししたた｡｡ ((関関連連3322ペペーージジ))
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北
京
五
輪
代
表
決
定

(

競
泳
女
子
２
０
０
平)

競
泳
の
北
京
五
輪
代
表
選
考

を
兼
ね
た
、
水
泳
の
日
本
選
手

権
が
４
月
20
日
、
東
京
辰
己
国

際
水
泳
場
で
行
わ
れ
、
庄
原
市

山
内
町
出
身
の
金
藤
理
絵
選
手

(

東
海
大
２
年)

が
女
子
２
０

０
㍍
平
泳
ぎ
決
勝
で
２
位
に
入

り
、
五
輪
代
表
に
決
定
し
ま
し

た
。金

藤
選
手
は
２
分
26
秒
28
の

タ
イ
ム
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、

日
本
水
泳
連
盟
の
五
輪
選
考
基

準
で
あ
る
、
２
位
以
内
で
同
種

目
の
五
輪
派
遣
標
準
記
録

(

２

分
26
秒
58)

を
突
破
し
ま
し
た
。

応
援
に
駆
け
付
け
た
父
の
宏

明
さ
ん
は

｢

強
い
選
手
が
２
人

い
る
の
で
、
代
表
に
選
ば
れ
る

可
能
性
は
１
％
だ
と
思
っ
て
い

た
。
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た｣

と
た
た
え
ま
し
た
。

庄
原
市
出
身
の
五
輪
代
表
は
、

１
９
７
２
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
会

の
槇
平
勇
壮
選
手(

近
代
５
種
・

東
城
町)

、
友
永
義
治
選
手

(

陸
上
競
技
２
０
０
㍍
・
４
０

０
㍍
・
宮
内
町)

、
竹
内
章
選

手

(

陸
上
競
技
３
０
０
０
㍍
障

害
・
西
城
町)

以
来
、
36
年
ぶ

り
で
す
。���������������������������������

平成18年12月撮影
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元元気気なな庄庄原原市市へへ
大大ききくくジジャャンンププ
－特集 平成20年度当初予算－
｢｢""げげんんきき""とと""ややすすららぎぎ""ののささととややまま文文化化都都市市｣｣ にに向向けけてて､､

平平成成2200年年度度のの予予算算がが動動きき出出ししままししたた｡｡
今今月月はは､､ ４４月月採採用用のの新新入入職職員員がが新新年年度度予予算算ををレレポポーートトししまますす｡｡

▼
新
年
度
は
積
極
予
算

当
初
予
算
と
は
、
４
月
か
ら
翌
年
の

３
月
ま
で
の
間
に
、
市
に
お
金
が
い
く

ら
入
っ
て
く
る
か
、
そ
し
て
そ
の
お
金

を
ど
ん
な
こ
と
に
使
う
の
か
な
ど
、
一

年
間
の
計
画
を
立
て
た
も
の
で
す
。

予
算
を
見
れ
ば
、
収
入
の
内
容
や
、

ま
ち
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
市
域
全
体
の
一
体

的
発
展
を
目
指
す
た
め
、

｢

福
祉
施
策
の
充
実｣

｢

教
育
環
境
の
整
備｣

｢

行
政
拠
点
・
情
報
基
盤
整
備｣

を
重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、
厳
し
い
な

が
ら
も
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る

よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模

３
１
４
億
６
、２
７
０
万
円

対
前
年
度
比

29
億
３
、２
７
０
万
円
増

(

10
・
３
％
増)

元気づくりへ

3つの柱

長
期
総
合
計
画
の
実
施
計
画
に

沿
っ
た
事
業
実
施

12

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

3

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

(

農
業
自
立
振
興
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
、観
光
振
興
・
定
住
促
進)

�������
写真：川北小学校一年生
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市
の
全
体

の
予
算
は
？

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
な
ど
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
４
９
０
億
９
、４
６
４
万
円
で

す
。一

般
会
計
と
は
、
福
祉
や
教
育
、

公
共
工
事
な
ど
の
一
般
的
な
事
業

に
使
わ
れ
る
予
算
で
、
市
の
事
業

の
大
部
分
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は

３
１
４
億
６
、２
７
０
万
円
で
す
。

特
別
会
計
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に
応
じ
、
一
般
会
計
と
は
別

に
独
立
し
て
運
営
す
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は

１
３
９
億
９
、７
８
３
万
円
で
す
。

こ
の
他
、
水
道
事
業
会
計

(

企

業
会
計)

と
病
院
事
業
会
計

(

企

業
会
計)

、
比
和
財
産
区
特
別
会

計
が
あ
り
ま
す
。

※金額は万円未満を四捨五入しているので､内訳の合計などは必ずしも一致しません｡

庄原市全会計予算総括表
会 計 名 本年度予算 前年度予算 比 較 対前年度

増減率(％)

一 般 会 計 314億6,270万円 285億3,000万円 29億3,270万円 10.3

特 別 会 計 139億9,783万円 196億5,329万円 ▲56億5,547万円 ▲ 28.8

住宅資金特別会計 2,191万円 2,255万円 ▲64万円 ▲ 2.8

歯科診療所特別会計 2,408万円 2,442万円 ▲33万円 ▲ 1.4

国民健康保険特別会計 45億9,340万円 45億2,504万円 6,836万円 1.5

国民健康保険特別会計(直診勘定) 9,174万円 9,173万円 1万円 0.0

老人保健特別会計 8億3,766万円 69億8,924万円 ▲61億5,157万円 ▲ 88.0

後期高齢者医療特別会計 5億9,313万円 5億9,313万円 皆増

介護保険特別会計 46億7,822万円 42億2,567万円 4億5,255万円 10.7

介護保険サービス事業特別会計 4,392万円 1億235万円 ▲5,844万円 ▲ 57.1

公共下水道事業特別会計 15億6,768万円 14億7,435万円 9,333万円 6.3

農業集落排水事業特別会計 5億3,759万円 11億785万円 ▲5億7,026万円 ▲ 51.5

浄化槽整備事業特別会計 2億1,428万円 3億3,103万円 ▲1億1,675万円 ▲ 35.3

簡易水道事業特別会計 6億6,244万円 3億4,279万円 3億1,965万円 93.2

工業団地造成事業特別会計 1億2,154万円 4億402万円 ▲2億8,248万円 ▲ 69.9

宅地造成事業特別会計 1,024万円 1,227万円 ▲203万円 ▲ 16.5

水 道 事 業 会 計

収 益 的 支 出 7億1,961万円 7億668万円 1,293万円 1.8

資 本 的 支 出 13億7,906万円 7億6,174万円 6億1,733万円 81.0

小 計 20億9,868万円 14億6,842万円 6億3,026万円 42.9

病 院 事 業 会 計

収 益 的 支 出 14億6,848万円 16億1,946万円 ▲1億5,098万円 ▲ 9.3

資 本 的 支 出 6,480万円 1億1,250万円 ▲4,771万円 ▲ 42.4

小 計 15億3,327万円 17億3,196万円 ▲1億9,869万円 ▲ 11.5

比 和 財 産 区 特 別 会 計 217万円 211万円 6万円 2.9

合 計 490億9,464万円 513億8,578万円 ▲22億9,114万円 ▲ 4.5

平成20年度



■
一
般
会
計
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用
語
説
明
【
歳
入
】

歳出総額
314億6,270万円

①総務費
75億9,149万円
(24.1％)

②公債費
68億8,167万円
(21.9％)

③民生費
58億5,741万円
(18.6％)

④土木費
28億2,149万円(9.0％)

⑤農林水産業費
23億5,313万円(7.5％)

⑥教育費
19億6,246万円(6.2％)

⑨商工費 5億1,647万円(1.6％)
⑧消防費 11億7,445万円(3.7％)
⑦衛生費 18億8,276万円(6.0％)

⑩議会費 2億4,306万円(0.8％)
⑪その他 1億7,831万円(0.6％)

歳入総額
314億6,270万円

依存財源(79.5％)

⑦⑦地地方方交交付付税税
114455億億11,,991188万万円円((4466..22％％))

⑧市債
43億6,581万円
(13.9％)

⑨国庫支出金
26億5,618万円
(8.4％)

⑩県支出金
21億7,744万円
(6.9％)

①市税
40億883万円(12.7％)

④分担金及び負担金
3億5,182万円(1.1％)

⑤使用料及び
手数料
3億13万円(1.0％)

⑥その他
2億2,233万円
(0.7％)

⑫その他 7億8,607万円(2.5％)

⑪地方譲与税 5億1,315万円(1.6％)

③諸収入 4億7,040万円(1.5％)
②繰入金 10億9,137万円(3.5％)

自主財源(20.5％)

特集
平成20年度当初予算

①
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税

金
②
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
る

お
金

③
預
金
利
子
や
広
告
料
収
入
な

ど
④
事
業
を
す
る
た
め
に
、
事
業

の
受
益
を
受
け
る
方
か
ら
、

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

お
金

⑤
施
設
の
使
用
料
や
諸
証
明
の

発
行
な
ど
の
手
数
料

⑥
財
産
の
貸
付
収
入
な
ど

⑦
全
て
の
市
町
村
で
等
し
く
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
国
が
交
付
す
る
お
金

⑧
市
が
資
金
調
達
の
た
め
に
借

り
入
れ
る
お
金

⑨
特
定
の
事
業
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
国
か
ら
の
補
助
金
な

ど
⑩
特
定
の
事
業
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
⑪
国
税
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

⑫
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
な
ど

用
語
説
明
【
歳
出
】

①
市
の
一
般
的
な
事
務
管
理
経

費
。
ま
た
、
新
産
業
創
出
事

業

(

エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
建
設

補
助
金)

や
、
庁
舎
建
設
、

地
域
情
報
化
推
進
の
経
費
も

含
ま
れ
ま
す
。

②
市
の
借
金
を
返
す
お
金
。

③
高
齢
者
・
障
害
者
や
乳
幼
児

な
ど
へ
の
社
会
福
祉
経
費
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
な
ど
へ

の
負
担
、
保
育
所
経
費
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。

④
道
路
や
公
園
、
住
宅
の
整
備
、

維
持
管
理
経
費
。

⑤
農
林
水
産
業
の
振
興
、
農
業

基
盤
整
備
な
ど
の
経
費
。
園

芸
作
物
振
興
事
業
や
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
事
業
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

⑥
小
・
中
学
校
の
教
育
振
興
、

施
設
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
の
経
費
。

⑦
保
健
医
療
対
策
、
公
害
対
策

や
、
ご
み
収
集
・
処
理
な
ど

の
経
費
。

⑧
消
防
、
防
災
対
策
の
経
費
。

⑨
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

の
経
費
。
商
工
振
興
資
金
融

資
、
ま
ち
な
み
整
備
、
観
光

交
流
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑩
市
議
会
議
員
の
報
酬
や
、
議

会
運
営
の
経
費
。

⑪
労
働
費
、
災
害
復
旧
費
が
あ

り
ま
す
。

※金額は万円未満を四捨五入して
いるので､合計は一致しません｡

難しい用語を
教えて｡

うち道路特定財源は
９億2,875万円です｡



▲

重点事業

広報しょうばら 2008.5 �

新規事業や予算を増やした重点事業をお知らせします｡

行政拠点・情報基盤整備

庁舎建設事業 22億5,993万円 〈継続〉

平成18年度から事業に着手している新庁舎の建設は､
平成21年２月末の完成を目指し､ 本年度は建設工事､ 電
気設備､ 給排水衛生設備､ 空調設備工事､ 空調熱源設備
工事など､ 本格的な整備がスタート｡

ブロードバンド基盤
整備負担金

2億200万円 〈新規〉

ADSLサービスが提供されていない地域のNTT局舎
を改修し､ ADSLサービスの提供ができるよう民間事業
者へ改修経費を助成｡ 県の補助金を50％充てます｡

テレビ難視聴解消補助
事業

3,052万円 〈新規〉

地上デジタル放送への移行に伴い､ 全世帯での視聴が
可能となるよう､ 市内にある共聴施設組合所有の共聴施
設を改修する経費に対して助成｡

子育て支援の充実 813万円 〈拡充〉

東城子どもの館へ ｢おもちゃ図書館｣ を整備し､ 障害
児を育てる保護者へ集いの場を提供｡ 家庭児童相談員の
配置｡ 総領子育て支援センターのコーディネーター増員
など｡

母子家庭の自立支援 144万円 〈新規〉

母子家庭の自立促進を図るため､ 教育訓練講座の受講
費の助成など｡

社会福祉

保育所の整備 5,523万円 〈充実〉

未満児保育に対応するため､ 三日市保育所の増築工事｡
高保育所の合併処理浄化槽設置｡ その他､ 調理室の整備
や保育室へのエアコン設置など｡

放課後児童健全育成 3,573万円 〈拡充〉

放課後児童クラブの利用者増に対応するため､ 指導員
を増員｡

妊婦一般健康診査 1,058万円 〈拡充〉

国の示した健康診査回数5回に､ 市独自の５回分を加
え､ 10回分の受診票を交付｡

障害者福祉

福祉タクシー券交付事業 1,960万円 〈拡充〉

障害者が通院などの外出に際し､ タクシーを利用する
場合､ １枚300円のタクシー券を年間最大60枚利用可能｡

重度心身障害者在宅介護
手当

226万円 〈拡充〉

重度心身障害者を在宅で介護する場合に､ 介護手当を
支給｡ 制度の見直しにより､ 対象者を拡大｡

高齢者福祉

ひとり暮らし高齢者等
巡回相談事業

1,066万円 〈拡充〉

巡回相談員や関係機関 (団体) などとの連携を強化し､
ひとり暮らしの高齢者が安心して暮らせるよう取り組み
を充実｡

安心・安全な学校
づくり

1億1,104万円 〈拡充〉

教育環境の整備

耐震改修工事は､ 西城中学校の校舎､ 屋内運動場､ 東
城､ 総領中学校の屋内運動場｡ 次年度の耐震改修工事に
向けて､ 比和中学校の特別教室棟､ 美古登､ 粟田､ 八幡
小学校の屋内運動場の実施設計｡ 比和小学校の屋内運動
場建築工事の実施設計｡

小・中学校の環境整備 5,371万円 〈拡充〉

板橋小学校２階に特別支援教室を整備｡ 小学校､ 中学
校の施設､ 設備､ 学校プールなど､ 傷みが激しい施設な
どについて､ 集中的・重点的整備｡

������

福祉施策を
充実します｡
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農業自立振興プロジェクト事業

がんばる農業支援事業
補助金

1,000万円 〈新規〉

小規模農家の農業所得向上を図るため､ 農作物の販売
など営農意欲を持つ方を対象とし､ 生産機械・施設整備
などの経費に補助｡

������ ��������
エゴマ商品化プラント
整備補助金

210万円 〈新規〉

エゴマの生産拡大を図り､ 商品化を推進するため､ 実
践業務を委託している㈱庄原市農林振興公社が行う､ エ
ゴマの焙煎機や搾油機などのプラント整備に助成｡

和牛振興対策事業 148万円 〈拡充〉

これまで､ 対象が和牛のみであった受精卵導入補助を､
乳牛への和牛受精卵の導入に対しても助成｡

和牛共同飼育建設補助事業 760万円 〈拡充〉

共同飼育施設整備に対する補助制度で､ 補助対象を牛
舎建設に加え､ 堆肥舎建設にも拡大｡

野菜等販路拡大検討業務委託 877万円 〈拡充〉

㈱庄原市農林振興公社に委託し､ 農業自立支援プログ
ラム実践や野菜等の販路拡大などを検討｡

木質バイオマス活用プロジェクト事業

バイオエタノール
工場建設補助金

13億8,850万円 〈新規〉

平成19年度に整備したバイオエタノール実証実験施設
の製造実証実験を踏まえ､ 市営工業団地に民間企業が建
設するバイオエタノール等の製造プラント建設費に補助｡
財源は､ 国の地域バイオマス利活用整備交付金を100%
(13億8,850万円) 充てます｡

ペレットストーブ購入
補助金

1,000万円 〈新規〉

市民が購入するペレットストーブの購入費に補助金を
交付し､ ペレットストーブの普及促進､ 木質ペレットの
需要拡大と事業化を推進｡

公共施設へのペレット
ストーブの導入

1,209万円 〈継続〉

平成19年度に引き続き､ 公共施設へペレットストーブ
30台を導入｡ 補助金の半分は国が負担します｡

観光振興・定住促進プロジェクト事業

バスツアー100
プロジェクト事業

100万円 〈新規〉

"2010庄原さとやま体験博 (仮称)"の開催に向けて､
四季を通じて庄原市を楽しむバスツアー (100ルート)
の実施｡

｢まち｣ は ｢公園｣
リーディング事業

100万円 〈新規〉

国営備北丘陵公園のあるまちとして､ まちなかにも
"緑"と"花"があふれるまちづくりに取り組むため､ ガー
デニング講習会やコンテストなどの開催｡

光のまち庄原実行委員会
補助金

520万円 〈新規〉

国営備北丘陵公園でのイルミネーション開催と連携し､
まちなかイルミネーションの充実により､ 市街地へ観光
客を誘導｡

庄原ブランド特産品
づくり

150万円 〈新規〉

庄原産の資源を活用し､ 特産品や名物料理を開発する
団体などへ調査・研究費を助成｡

観光情報の発信 179万円 〈新規・拡充〉

今春､ 国営備北丘陵公園の北入口オープンにあわせて､
北入口サービス拠点施設へ観光マップパネルを設置｡

ふるさと応援団
｢エール庄原｣ の結成

137万円 〈新規〉

Ｕ・Ｉターン者の増加､ 交流人口の拡大を目指し､ 会
員制のふるさと応援団 ｢エール庄原｣ を結成｡ 庄原市の
出身者と庄原市を結び､ 交流会の開催､ 情報提供・情報
発信､ ふるさと大使の委嘱など｡

まちなかの空家・
空き店舗の活用事業

3,000万円 〈新規〉

空家・空き店舗を市が取得・改修し､ 起業希望者への
貸し付けにより中心市街地活性化を推進｡

特集
平成20年度当初予算

重点プロジェクトを
推進します｡



広報しょうばら 2008.5 �

市
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
木
材
関

連
事
業
の
一
連
の
流
れ
を

｢

庄

原
森
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

構
想｣

と
し
て
ま
と
め
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
市
が
庄
原
工
業
団

地
内
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
実

証
実
験
棟
を
建
設
。
㈱
ジ
ュ
オ

ン
が
、
石
油
な
ど
の
代
替
燃
料

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
エ

タ
ノ
ー
ル
を
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
か
ら
量
産
化
す
る
実
証
実
験

を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
、

本
年
度
、
㈱
ジ
ュ
オ
ン
が
庄
原

工
業
団
地
内
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
と
リ
グ
ニ
ン
な
ど
を
製
造
す

る
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
市
は
、

こ
の
施
設
建
設
費
に
対
し
、
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
建
設
補

助
金
13
億
８
、８
５
０
万
円
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
す
べ
て
国
か
ら
の
交
付
金

と
し
て
市
へ
入
っ
て
き
ま
す
。

整
備
期
間
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
22
年
度
。
施
設
で
製
造
さ

れ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
工
場
内

の
発
電
機
や
ボ
イ
ラ
ー
に
使
用

し
、
リ
グ
ニ
ン
は
高
分
子
ポ
リ

マ
ー
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

メ
ー
カ
ー
に
販
売
さ
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
で
は
、

間
伐
材
や
間
伐
実
施
後
の
林
地

残
材
な
ど
、
こ
れ
ま
で
利
用
し

て
い
な
か
っ
た
森
林
資
源
を
年

間
３
万
ト
ン
活
用
す
る
見
込
み

で
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
里
山
の

再
生
、
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
期
待

－

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業－

政策推進課

石原
いしはら

敏彦
としひこ

課長

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
で
、
建
築
物
が
倒

壊
し
、
多
数
の
死
傷
者
が
で
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し

て
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧
基
準

に
よ
り
建
築
さ
れ
た
建
物
に
つ

い
て
、
現
行
基
準
と
同
等
の
耐

震
性
能
を
持
た
せ
る
こ
と
の
必

要
性
を
強
く
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
学
校
施
設
は
、
多
く
の

児
童
・
生
徒
な
ど
が
一
日
の
大

半
を
過
ご
す
学
習
・
生
活
の
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
な
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
、
最
も
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
で
あ
り
、
非
常
災
害
時

に
は
応
急
避
難
場
所
と
し
て
の

防
災
機
能
も
担
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
施
設
改
善
推
進
計
画
を
策
定

し
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
な

ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
東
城
中
学
校
と

東
小
学
校
の
校
舎
の
耐
震
改
修

工
事
を
行
い
、
東
小
学
校
で
は
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
も
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
年
度

か
ら
２
年
間
、
小
・
中
学
校
９

施
設
で
、
耐
震
改
修
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

建
築
後
30
年
以
上
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
で
は
、

耐
震
改
修
工
事
が
高
額
に
な
る

た
め
、
建
て
替
え
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
平
成
22
年
度
か
ら
の

後
期
実
施
計
画
で
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
安
全
・
安
心
の
学
校

づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
財
源
確

保
に
努
め
、
早
期
の
耐
震
化
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り

－

学
校
施
設
の
耐
震
改
修
工
事－

教育総務課

三吉
みよし

和宏
かずひろ

課長

気になる事業を､ 担当課長に聞きました｡
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⑤⑤

⑧⑧

⑥⑥
�������市市役役所所のの新新ししいい力力

新年度の予算の内容が分かりましたか？
本年度も､ 市役所は市民の皆さんが生き生きと安心して暮せるよう
行政サービスに努めていきます｡ よろしくお願いします｡

①
中
原

な
か
は
ら

さ
ほ
り

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

長
所
は
、
お
お
ら
か
な
性
格
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
一
番
身
近
な
部
署
に

配
属
さ
れ
、
温
か
い
気
持
ち
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
な
接
遇
を
目
指
し
ま
す
。

②
奥
田

お
く
だ

早さ
き

口
和
支
所
市
民
生
活
室
保
健
福
祉
係

特
技
は
ピ
ア
ノ
と
編
み
物
、
長
所
は

よ
く
通
る
声
と
笑
顔
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
笑
顔
を
提
供
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
毎
日
笑
顔
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

③
栗
村

く
り
む
ら

司
つ
か
さ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

笑
顔
で
気
持
ち
の
良
い
対
応
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
笑
顔
だ
け
は

忘
れ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
香
川

か
が
わ

瑠
菜

る

な

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

長
所
は
、
こ
つ
こ
つ
仕
事
を
す
る
こ

と
で
す
。
長
所
を
生
か
し
て
、
一
つ
一

つ
の
仕
事
を
丁
寧
に
、
人
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

⑤
松
本
健
治

ま
つ
も
と
け
ん
じ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

特
技
は
大
食
い
、
長
所
は
明
る
く
前

向
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
庄
原
市
に
以
前

の
活
気
を
取
り
戻
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
粉
骨

砕
身
の
覚
悟
で
励
み
ま
す
。

⑥
延
藤
祐
一

の
ぶ
と
う
ゆ
う
い
ち

西
城
支
所
地
域
振
興
室
自
治
振
興
係

特
技
は
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
、

長
所
は
我
慢
強
い
と
こ
ろ
で
す
。
庄
原

を

｢

豊
か
さ｣

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

⑦
近
藤
徹
弥

こ
ん
ど
う
て
つ
や

保
健
医
療
課
保
健
予
防
係

特
技
は
バ
ン
ド
演
奏
で
す
。
保
健
師

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑧
藤
原
章
良

ふ
じ
わ
ら
あ
き
よ
し

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

長
所
は
、
人
当
た
り
の
良
さ
で
す
。

早
く
仕
事
を
覚
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
良
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
力
に
な
り
た
い
で
す
。

⑨
河
野
康
裕

こ
う
の
や
す
ひ
ろ

税
務
課
収
納
係

特
技
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
長
所
は
粘

り
強
く
や
る
こ
と
で
す
。
市
民
の
た
め

に
働
く
と
い
う
当
た
り
前
の
意
識
を
忘

れ
ず
、
誰
に
で
も
丁
寧
に
対
応
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
す
。

⑩
信
田
修
壮

の
ぶ
た
し
ゅ
う
そ
う

建
設
課
第
二
土
木
係

特
技
は
魚
釣
り
と
料
理
、
長
所
は
最

後
ま
で
や
り
通
す
姿
勢
で
す
。
３
年
間

の
社
会
人
経
験
を
生
か
し
、
微
力
で
す

が
庄
原
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
。

①①

②②
③③

④④

⑩⑩

⑦⑦

⑨⑨

特集
平成20年度当初予算
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毎日の生活の中で､ 不安や疑問を感じたり､ よく分からな
くて困ったりしたとき､ 一人で問題を抱えていませんか｡
市は､ さまざまな専門の相談員を設置し､ あなたの暮らし
を支えます｡
本年度は､ 専門家による相談業務を強化するため､ 営農指
導員を増員したほか､ 子育て家庭の相談にあたる家庭児童相
談員の設置や､ 障害者相談支援員の増員も予定しています｡
相談は電話でも受け付け､ 秘密は厳守します｡ お気軽にご
相談ください｡

営
農
指
導
員
は
、
新
た

に
農
業
を
始
め
る
方
の
疑

問
や
不
安
に
答
え
た
り
、

新
し
い
農
産
物
の
栽
培
に

挑
戦
す
る
方
を
支
援
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、｢

モ
ノ
づ

く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
？｣
｢

出
荷
用
に
規
格
を
揃
え

る
に
は
？｣

｢

病
気
を
予

防
す
る
に
は
？｣

な
ど
の

技
術
的
な
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
高
野

地
域
で
指
導
し
た
キ
ャ
ベ

ツ
の
作
付
け
は
、
冬
に
収

穫
し｢

雪
の
下
キ
ャ
ベ
ツ｣

と
し
て
商
品
化
に
成
功
し

ま
し
た
。
現
場
主
義
を
基

本
と
し
、
電
話
を
い
た
だ

い
た
ら
、
相
談
者
の
畑
に

向
か
い
、
一
緒
に
汗
を
流

し
な
が
ら

｢

こ
う
し
て
み

た
ら
い
い
の
で
は｣

と
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
ま

す
。本

年
度
か
ら
、
営
農
指

導
員
が
２
人
か
ら
４
人
に

増
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
や
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
こ
ま
や

か
な
営
農
指
導
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
全
員
が

元
Ｊ
Ａ
の
職
員
と
い
う
こ

と
で
、
顔
見
知
り
の
農
家

の
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

�������������
沖田
おきた

順三
じゅんそう

さん

写真左から
沖田順三 (西城町) ㈱庄原市農林振興公社取締役・元ＪＡ庄原職員
岡島肥富實 (市町) ＪＡ庄原理事・元ＪＡ庄原職員
小谷輝男 (西城町) 元ＪＡ庄原職員
田邊徳志 (総領町) 元ＪＡ甲奴郡職員

※相談者からの依頼は農林振興課で
受け付け､各指導員へ連絡します｡
問い合わせ 農林振興課農業振興係�0824-73-1132

営農指導員

指導員を増員し､
広いエリアをカバー｡営農指導員

庄原市の相談員

����������
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一
般
の
人
に
と
っ
て
、
こ
れ

は
事
件
に
な
る
の
か
、
な
ら
な

い
の
か
を
判
断
で
き
な
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。
い
き
な
り
警
察

署
に
相
談
す
る
よ
り
、
と
り
あ

え
ず
、
市
の
相
談
窓
口
に
相
談

し
て
み
よ
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
、
市
役
所
に
困
り
ご

と
相
談
に
来
ら
れ
た
件
数
は
36

件
。
家
族
内
の
悩
み
や
問
題
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
、
主
な

内
容
で
し
た
。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
、
警
察
や
司
法
書
士
、
家

庭
裁
判
所
な
ど
、
解
決
す
る
機

関
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
各
自
治
会
な
ど
が
行

う
防
犯
教
室
や
講
演
会
に
出
か

け
、
な
り
す
ま
し
詐
欺
や
悪
徳

商
法
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
ま

す
。
県
警
勤
務
の
経
験
か
ら
、

犯
人
側
の
心
理
な
ど
、
本
に
書

か
れ
て
な
い
ポ
イ
ン
ト
も
指
摘

し
、
そ
れ
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

相
談
員
に
な
り
、
３
年
目
を

迎
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
市
役

所
や
警
察
な
ど
、
官
公
庁
へ
相

談
に
行
く
に
は
敷
居
が
高
い
と

思
っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

埋
も
れ
て
い
る
悩
み
や
事
件
、

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
、

敷
居
を
低
く
し
て
、
気
軽
に
相

談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲

気
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

松田
まつだ

史朗
しろう

さん

○相談員の業務
・生活安全に関する相談や要望への対応
・地域の団体などへの生活安全に関する
指導や助言
・現場での防犯活動の実施
・犯罪予防や事故防止のための啓発

など
○勤務日 毎週月～金曜日 ９時～16時
○勤務場所 市民生活課生活安全係
問い合わせ
生活安全相談員 �0824-73-1244 (直通)
市民生活課生活安全係 �0824-73-1154

｢

訪
問
販
売
な
ど
で
、
つ
い

必
要
の
な
い
物
を
買
っ
て
し
ま
っ

た｣
｢

身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
さ
れ
た｣

な
ど
、
買
い
物
や

契
約
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

苦
情
や
ご
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー

ナ
ー
に
相
談
さ
れ
る
人
は
、
ご

く
一
部
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
方
が
だ
ま
さ
れ
た
自
分

が
悪
い
、
仕
方
が
な
い
と
、
あ

き
ら
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
。
特
に
高
齢
の
方
は
、
自

分
の
年
金
で
な
ん
と
か
し
よ
う

と
か
、
家
族
に
相
談
し
た
ら
逆

に
叱
ら
れ
る
と
、
泣
き
寝
入
り

さ
れ
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

契
約
を
無
条
件
で
解
除
で
き

る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間

を
過
ぎ
て
も
、
私
が
相
談
者
に

代
わ
っ
て
業
者
と
交
渉
し
、
契

約
を
解
除
で
き
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
難
し
い
か
な
と
思
っ
て

も
、
ど
う
に
か
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ぐ
ら
い
は

仕
方
が
な
い
、
も
う
駄
目
だ
と

あ
き
ら
め
な
い
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
事
前
に
予
約
を
入
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
自
治
会
な

ど
が
主
催
す
る
勉
強
会
に
出
向

き
、
お
話
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。お

か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と

思
っ
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
、
す

ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

業者と交渉し､
消費者を支援｡

天道
てんどう

茂代
しげよ

さん

○相談事例
・しつこい電話勧誘に悩まされている
・注文していない品物が送られてきた
・簡単に収入が得られる仕事があると誘
われた
・多数の業者からお金を借りて､ 返済が
できなくなった など
○勤務日 毎週水曜日 ９時～16時
○勤務場所 市民生活課生活安全係
問い合わせ
消費生活相談員 �0824-73-1228(直通)
市民生活課生活安全係 �0824-73-1154

警察官の経験を生かし､
アドバイス｡生活安全相談員

消費生活相談員

�����
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昨
年
４
月
に
障
害
者
相
談
支
援
員

と
な
り
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

電
話
や
来
訪
に
よ
る
相
談
、
家
庭

訪
問
、
会
議
な
ど
１
年
間
の
活
動
件

数
は
６
０
３
件
と
、
想
像
以
上
で
し

た
。相

談
内
容
は
、
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
、
就
職

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
虐
待
や
借

金
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
わ
た
し
一

人
で
は
解
決
で
き
な
い
相
談
も
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
、
個

別
支
援
会
議
で
解
決
方
法
を
協
議
し

て
い
ま
す
。

支
援
が
遅
れ
た
方
た
ち
の
生
活
は

想
像
を
越
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

民
生
委
員
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆

さ
ん
が
、
惜
し
み
な
い
支
援
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
一
定

の
生
活
改
善
が
で
き
、
市
民
の
力
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
組
織
の
力
の

大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
障
害
者
の
生
活
を
改
善

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
地
域
で
活
動
し

て
い
る
民
生
委
員
や
障
害
者
相
談
員

と
連
携
を
深
め
、
障
害
者
が
自
立
し

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
支
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

正岡
まさおか

清子
きよこ

さん

○相談業務
・障害者の権利擁護に関すること
・障害者の進学や就職､ 居住などの相談
支援に関すること
・各種福祉サービスの利用と援助に関す
ること
・障害者福祉の向上に資する啓発と情報
提供に関すること など
○勤務日 毎週月・火・水・金曜日

９時～16時
○勤務場所 社会福祉課障害者福祉係(仮庁舎)
問い合わせ 社会福祉課障害者福祉係�0824-73-1210

ネットワークを拡げ､
障害者を支援｡障害者相談支援員

●障害者相談員
市は､ 各地域で身体障害や知的障害のある方のさまざまな相談に応じるため､ 身体障害者
相談員､ 知的障害者相談員を委託しています｡ 各相談員は､ 必要な助言・指導を行うととも
に､ 関係機関に連絡を取るなどして､ 障害者の援助を行っています｡

【身体障害者相談員】
庄原地区 正宗良之 �0824-72-1606

田畠富夫 �0824-72-6969
金沖一三 �0824-72-2289

西城地区 長谷川敏子 �0824-82-3727
東城地区 小田龍雄 �08477-2-0393

森脇利和 �08477-6-0107
口和地区 横山敏美 �0824-87-2257
高野地区 田部秀基 �0824-86-2229
比和地区 和田勅相 �0824-85-2368
総領地区 永岡孝子 �0824-88-2441

【知的障害者相談員】
庄原地区 四水 薫 �0824-72-4782

三河内偉津夫 �0824-72-6451
西城地区 大津サナエ �0824-82-2329
東城地区 藤澤光弘 �08477-4-0117
口和地区 森永正憲 �0824-87-2082
高野地区 加藤賢三 �0824-86-2507
比和地区 戸谷繁美 �0824-85-2765
総領地区 河内文雄 �0824-88-2836
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教
育
交
流
教
室｢

つ
ば
さ｣

で
は
、

学
校
や
教
育
委
員
会
か
ら
紹
介
を
受

け
た
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
校
へ

の
復
帰
に
向
け
て
、
学
習
指
導
や
体

験
活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
人
間

関
係
な
ど
の
悩
み
や
、
不
安
を
持
っ

て
い
ま
す
。
自
分
か
ら
悩
み
を
打
ち

明
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
も
お
り
、
ま

ず
は
、
楽
な
気
持
ち
で
教
室
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

悩
み
や
不
安
を
い
や
す
の
に
特
効

薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
室
で
は
、
時

間
を
か
け
て
仲
良
く
な
り
、
子
ど
も

に
寄
り
添
い
な
が
ら
心
を
ほ
ぐ
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
得
意

な
こ
と
を
探
し
、
そ
れ
を
伸
ば
す
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

が
自
分
に
自
信
を
持
ち
始
め
る
と
、

学
校
へ
の
復
帰
も
近
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
学
校
に
復
帰
し
て
く
れ
る

こ
と
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
も
、
家

族
や
学
校
に
と
っ
て
も
一
番
の
喜
び

で
す
。
家
族
や
学
校
の
先
生
と
連
絡

を
密
に
取
り
な
が
ら
、
復
帰
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

悩
み
や
不
安
が
深
く
な
る
と
、
そ

れ
だ
け
学
校
へ
の
復
帰
も
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
家
庭
で
、
子
ど
も
が
悩

ん
で
い
る
と
い
う
サ
イ
ン
に
気
付
い

た
ら
、
早
め
に
学
校
の
先
生
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

河戸
かわど

靖子
やすこ

さん

○開設日 毎週月・木・金曜日
９時30分～15時30分

○開設場所 備後庄原駅舎内
問い合わせ 教育交流教室 ｢つばさ｣�0824-75-0223

子どもに寄り添い､
学校への復帰を支援｡

教育交流教室｢つばさ｣指導員

●子どもと親の相談員
主に小学生に関する子育てや
不登校の相談に応じます｡
○相談員 黒瀬素子
○相談日 毎週月・水・金曜日

９時～12時
○相談場所 東小学校
問い合わせ
東小学校 �0824-72-0601

●スクールカウンセラー (県設置)
心の教育の専門的な知識を持つスクールカウンセラーが
相談に応じます｡ 予約が必要です｡
○相談員・相談日・相談場所
石田 茂 毎週火曜日・庄原中学校

毎週水曜日・西城中学校
毎週金曜日・口和中学校

岡本みどり 毎週月曜日・東城中学校
宮村忠伸 毎週火曜日・比和中学校
中野裕子 毎週水曜日・総領中学校
問い合わせ
庄原中学校 �0824-72-2195 西城中学校 �0824-82-2911
東城中学校 �08477-2-0337 比和中学校 �0824-85-2110
総領中学校 �0824-88-2035

わたしたちの周りには､ 今回紹介した専門の相談員のほか､ 民生委員をはじめ
国や県から委嘱されたさまざまな相談員や相談窓口があります｡ どこに相談して
いいか分からないなど､ お困りのときは､ 市役所や各支所へご相談ください｡

困ったときは､
市役所へ
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市
は
、
土
砂
災
害
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
、
森
林
の
持

つ
多
様
な
役
割
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
よ
う
と
、
昨
年
度
か
ら

下
記
の

｢

庄
原
市
森
づ
く
り
事

業｣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
広
島
県
で
創

設
さ
れ
た

｢

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ

く
り
県
民
税｣

を
財
源
と
し
て
、

手
入
れ
が
十
分
さ
れ
て
い
な
い

人
工
林
の
間
伐
や
、
森
林
の
活

用
保
全
活
動
、
森
林
・
林
業
体

験
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

本
年
度
、
あ
な
た
も
森
づ
く

り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

す
で
に
行
政
回
覧
文
書
で
募

集
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
の

応
募
締
切
は
５
月
30
日
と
な
っ

てて
いい
まま
すす
。。
補補
助助
要要
件件
やや
申申
請請

書書
類類
のの
ここ
とと
なな
どど
、、
詳詳
しし
くく
はは

農農
林林
振振
興興
課課
林林
業業
振振
興興
係係
まま
たた

はは
各各
支支
所所
地地
域域
振振
興興
室室
へへ
おお
問問

いい
合合
わわ
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。

農林振興課林業振興係 �0824-73-1227����������������
○人工林対策
手入れが十分されていないスギやヒノキの人
工林整備を支援します｡
対象者 森林所有者､ 認定事業主､ その他市長
が認めた者
補助率 定額補助 (個人負担１万円／ha)
１. 手入れが十分されず放置された人工林の間
伐作業
面積77.24㌶ 費用22,511,370円

２. 自然災害による被害木の整理
面積3.84㌶ 費用1,851,060円

○里山林等対策
災害防止､ 多様な生物の保全､ 鳥獣被害防止
などを目的に､ 手入れが不十分なマツや広葉樹
などの里山林の整備を支援するほか､ 住民団体
などの企画・立案による取り組みや森林体験活
動を支援します｡
対象者 森林整備を行う団体､ 森林所有者など
補助率 10／10以内
１. 里山林整備
①里山林の除間伐作業
面積14.4㌶ 費用7,480,000円
②松くい虫被害による松林の整理
伐採量150� 費用2,250,000円
③竹林の伐採および整理
面積1.7㌶ 費用2,665,000円
④鳥獣からの農作物被害防止を目的とした
森林整備 (バッファゾーン整備)
面積５㌶ 費用4,000,000円

２. 里山保全活用支援 4,844,601円
里山林の保全活用を行う住民団体やＮＰＯ
団体などの取り組みに対して支援します｡
実施団体
①ＮＰＯ法人七塚自然体験活動研究センター
による里山林整備 (高原の家七塚)
②殿垣内組合による炭窯設置 (高野町)
③板橋東､ 西自治会による里山林整備

(板橋町)
３. 森林・林業体験活動支援 2,584,850円

森林の機能や林業について学ぶ体験活動
に対して支援します｡
実施団体
①ＮＰＯ法人森のバイオマス研究会による
森づくり体験事業
②ひろしま ｢山の日｣ 実行委員会による森
林体験事業
③小奴可中学校森林体験学習実行委員会に
よる林業学習事業
④板橋東､ 西自治会による都市部の学生な
どの参加を交えた林業体験事業

４. 間伐材利用対策 611,124円
木質バイオマスエネルギーの利用普及に
関する取り組みを支援します｡
①バイオマスフォーラムおよび木材収集シ
ステムの実証実験に関する支援

平成19年度の事業実績



広報しょうばら 2008.5��

����平成20年１月に市内の全小・中学校で､ 庄原市全校一斉学力調査を実施し
ました｡
この調査は､ 全国的な尺度によるデータを基に､ 市内各校の児童・生徒の
学力の定着状況を把握・分析することで､ 庄原市の教育課題を明らかにし､
指導の改善に活用することを目的としています｡

教
育
課
題
を
見
つ
け
、
指
導
方
法
を
改
善

平
成
19
年
度
庄
原
市
全
校
一
斉
学
力
調
査

【調査結果】
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

小
学
校

国語
庄原市正答率 89.7 90.2 70.6 72.8 75.4 81.4

全国正答率 86.5 89.9 70.2 71.5 74.0 81.0

社会
庄原市正答率 76.3 83.2 75.1 78.9

全国正答率 78.4 82.4 73.6 73.6

算数
庄原市正答率 92.7 84.6 80.2 80.9 79.0 84.7

全国正答率 91.6 82.6 81.9 80.0 79.5 84.9

理科
庄原市正答率 75.3 71.8 74.5 79.2

全国正答率 78.4 73.1 72.9 75.6

中
学
校

国語
庄原市正答率 69.5 73.6 71.2

＊全国正答率は､ 平成18年度の
平均正答率を参考に掲載して
います｡

全国正答率 68.4 71.5 73.7

社会
庄原市正答率 65.3 63.5 57.1

全国正答率 66.5 64.4 66.1

数学
庄原市正答率 66.6 63.2 61.6

全国正答率 67.4 66.0 64.9

理科
庄原市正答率 59.8 70.1 65.5

全国正答率 60.0 67.4 70.5

英語
庄原市正答率 77.5 65.7 64.1

全国正答率 79.6 67.4 68.2

記
述
式
の
問
題
で
、
客
観
分
析

平
成
18
年
度
ま
で
の
学
力
調
査
で
は
、

問
題
が
選
択
式
の
解
答
の
み
で
し
た
が
、

平
成
19
年
度
か
ら
記
述
式
の
問
題
が
あ

る
学
力
調
査
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
学
力
観
で
問
わ

れ
て
い
る

｢

思
考
力｣

と

｢

判
断
力｣

を
客
観
的
に
分
析
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
内
容
は
概
ね
定
着
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
て
答
え
る
論
述
問
題
や
、
複
数

の
資
料
を
比
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
説

明
す
る
問
題
な
ど
で
は
課
題
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
指
導
方
法
の
改
善
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

指
導
方
法
の
向
上
に
向
け
研
修
会

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会

と
学
校
の
先
生
が
組
織
す
る

｢

庄
原
市

児
童
・
生
徒
学
力
向
上
検
討
委
員
会｣

の
研
修
会
を
２
月
28
日
に
開
催
し
、
指

導
方
法
の
改
善
に
向
け
た
効
果
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
交
流
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
子
大
学
の
加
藤
明
教
授
が

｢

学
習
指

導
要
領
改
訂
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
の

視
点｣

と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
指
導
を

評
価
に
生
か
す
こ
と
の
大
切
さ
と
具
体

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
内
容
を
、
本
年
度
の
取
り

組
み
に
生
か
し
、
基
礎
・
基
本
の
学
力

の
定
着
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

加藤明教授の講演会

教
育
指
導
課
指
導
係
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０
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１
４４

月
７
〜
８
日
に
か
け
て
、

市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
、
小
学
校
に
入
学
し

た
新
１
年
生
は
市
内
全
体
で
３

０
５
人
、
中
学
校
は
３
３
４
人

で
す
。

辰
川
五
朗
教
育
長
は
小
学
校

の
入
学
式
で

｢

お
友
だ
ち
と
仲

良
く
し
て
、
楽
し
く
お
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。
通
学
の
と
き
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す｣

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

子
ど
も
は
地
域
の
宝
。
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
て
、
た

く
ま
し
い
庄
原
っ
子
を
育
て
ま

し
ょ
う
。

広報しょうばら 2008.5 ��

平成20年度児童・生徒数一覧表
平成20年４月１日現在 複式

区 分
学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

1 庄 原 小 学 校 68 46 68 66 72 79 399

2 永 末 小 学 校 9 4 11 5 10 2 41

3 高 小 学 校 6 10 13 10 13 19 71

4 峰 田 小 学 校 9 5 3 6 9 6 38

5 板 橋 小 学 校 24 19 22 12 27 17 121

6 東 小 学 校 31 24 34 24 29 24 166

7 山 内 小 学 校 9 9 5 10 13 10 56

8 川 北 小 学 校 4 6 7 － 5 6 28

9 西 城 小 学 校 12 19 15 15 25 21 107

10 美古登小学校 2 12 10 7 11 7 49

11 小奴可小学校 2 6 6 4 5 4 27

12 内 堀 小 学 校 4 3 7 4 4 4 26

13 八 幡 小 学 校 7 7 4 8 4 6 36

14 粟 田 小 学 校 3 4 4 5 3 3 22

15 東 城 小 学 校 48 53 39 56 37 46 279

16 帝 釈 小 学 校 3 2 2 3 3 1 14

17 口 南 小 学 校 12 11 16 18 10 10 77

18 口 北 小 学 校 5 7 3 7 7 6 35

19 高 野 小 学 校 22 14 18 20 23 25 122

20 比 和 小 学 校 8 10 16 7 12 13 66

21 総 領 小 学 校 17 21 12 16 12 14 92

小学校 計 305 292 315 303 334 323 1,872

1 庄 原 中 学 校 156 197 142 495

2 西 城 中 学 校 25 37 19 81

3 小奴可中学校 8 12 11 31

4 東 城 中 学 校 71 71 61 203

5 口 和 中 学 校 23 18 24 65

6 高 野 中 学 校 22 19 20 61

7 比 和 中 学 校 13 19 20 52

8 総 領 中 学 校 16 13 16 45

中学校 計 334 386 313 1,033

�������������
教
育
総
務
課
総
務
係
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●障害を持つ子どもとその保護者・家族
●子どもの発達についての相談を希望する保護者・
家族
●支援に協力したいボランティア など

����� 毎月第２木曜日(５月と８月のみ第３木曜日)
10時～12時
5/15・6/12・7/10・8/21・9/11・10/9
11/13・12/11・1/8・2/12・3/12

※予約は不要です｡ お気軽にお越しください｡
子どもさんと一緒に､ また､ 家族の方のみでも利用し
ていただけます｡�� �� 板橋子育て支援施設交流室

(庄原市板橋町181番地３)������� 女性児童課子育て支援係�0824-73-0051つどいの広場 ｢ぱれっと｣ の様子

｢ぱれっと｣ コーディネーターの
宮森江里さんと横山桂子さん

�����������������������������������������
川北小学校の一年生



� � � �
適正飲酒を心がけよう！

保健医療課健康増進係

津々池
つづいけ

増美
ますみ

保健師

広報しょうばら 2008.5��

庄
原
市
は
お
酒
を
飲
む
人
の

割
合
が
多
く
、
お
酒
で
健
康
を

害
す
る
人
も
多
い
と
い
う
調
査

結
果
が
で
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
の
庄
原
市
生
活
習

慣
病
健
康
診
査
で
は
、
肝
機
能

検
査
有
所
見
者(

疑
い
を
含
む)

６
３
８
人
の
う
ち
、
ア
ル
コ
ー

ル
性

(

疑
い
を
含
む)
が
３
５

４
人
と
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
備
北
圏
域
の
お
酒
の

消
費
量
は
県
内
１
位
で
、
全
国

的
に
も
そ
の
消
費
量
は
高
く
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
温
床
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
な
る
と
、
自
分
自
身

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な

り
、
お
酒
を
や
め
よ
う
と
思
っ

て
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。

適
正
飲
酒
の
10
か
条
を
心
が

け
る
と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
で
気
に
な
る
方
は
、
お
気

軽
に
市
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●適正飲酒の10か条
１. 笑いながら共に､ 楽しく飲
もう

２. 自分のペースでゆっくりと
３. 食べながら飲む習慣を
４. 自分の適量にとどめよう
５. 週に二日は休肝日を
６. 人に酒の無理強いをしない
７. 薬と一緒に飲まない
８. 強いアルコール飲料は薄め
て

９. 遅くても夜12時で切り上げ
よう

10. 肝臓などの定期検査を
���������

庄原市保健センター (�0824-72-7074) または各支所担当室
広島県備北地域保健所 �0824-63-5181

●お酒に関するデータ
①毎日お酒を飲む人の割合
男性50.0％
女性 8.5％
②お酒を多量 (１日３合以上)
に飲む人の割合 2.1％
③備北圏域で酒による健康被
害のある人
男性16.6％ (県平均7.2％)
④備北圏域で酒による家庭問
題のある人
男性18.9％ (県平均6.4％)

※①・②は平成18年庄原市生活
習慣に関する調査､③・④は
平成12年度県民意識調査

●お酒の健康被害
｢酒は百薬の長｣ と言われ

ますが､ 飲み方によっては､
さまざまな健康被害を起こし
ます｡
①脳への影響
コントロール機能が麻痺し
て､ 判断能力などが低下し
ます｡
②胃腸への影響
粘膜を荒らされ､胃腸の炎
症を起こすことがあります｡
③肝臓への影響
働かされすぎると､ 肝臓の
機能が悪くなることがあり
ます｡

相談窓口

●
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い
方
は

断
酒
会
へ

断
酒
会
は
、
酒
害
者

(

お
酒
に
悩

む
人
た
ち)

に
よ
る
酒
害
者
の
た
め

の
自
助
組
織
で
す
。

永
年
に
わ
た
り
、
酒
害
に
苦
し
み
、

家
族
を
悩
ま
し
、
苦
し
め
て
き
た
者

同
士
が
、
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
酒

を
断
つ
こ
と
を
誓
い
、
自
ら
の
体
験

を
生
か
し
、
お
互
い
の
愛
情
を
持
っ

て
助
け
合
い
、
酒
癖
を
克
服
す
る
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。

庄
原
断
酒
会
で
は
、
毎
週
月
曜
日

に
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で

｢

月

曜
例
会｣

な
ど
を
行
い
、
会
員
一
人

一
人
が
酒
害
体
験
と
自
分
自
身
を
率

直
に
語
り
合
い
ま
す
。
酒
害
を
認
め

る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
と
酒
の
関
係

が
は
っ
き
り
と
見
え
、
共
通
の
悩
み

を
持
っ
た
者
同
士
の
信
頼
関
係
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
断
酒
に
踏
み

切
り
、
断
酒
を
継
続
す
る
努
力
が
始

ま
り
ま
す
。

酒
害
者
は
断
酒
す
る
こ
と
で
、
新

し
い
人
生
を
創
り
、
真
に
人
間
ら
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

飲
酒
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ

の
家
族
は
、
お
気
軽
に
庄
原
断
酒
会

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
断
酒
会
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●
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

方
法
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
納
付
案
内
書
に
よ
っ

て
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
納
め
る
方
法
と
口
座
振
替

な
ど
に
よ
り
納
め
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

一
定
期
間
分
を
ま
と
め
て
納

め
る
と
割
引
に
な
る
お
得
な
前

納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
を
利
用
す
る
と
さ
ら
に
お
得

で
、
し
か
も
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
便
利

で
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

を
希
望
す
る
方
は
、
社
会
保
険

事
務
所
へ
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

※
６
か
月
前
納
の
場
合

６
か
月
分
を
現
金
で
前
納
す

る
と

｢

７
０
０
円｣

の
割
引
。

(

年
間
割
引
額

｢

１
、
４
０
０

円｣
(

７
０
０
円
×
２
回))

さ

ら
に
、
口
座
振
替
で
前
納
す
る

と
割
引
額
が｢

２
８
０
円｣

ア
ッ

プ
し
て｢

９
８
０
円｣

の
割
引
！

(

年
間
割
引
額

｢

１
、
９
６
０

円｣
(

９
８
０
円
×
２
回))

●
学
生
の
皆
さ
ん
、

学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
さ
れ
ま
し
た
か

学
生
は
一
般
的
に
収
入
が
無

か
っ
た
り
、
少
な
か
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
在

学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を

猶
予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る

｢

学
生
納
付
特
例
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

20
歳
で
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
る
と
、
そ
の
承
認
を

受
け
た
期
間
中
の
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、

満
額
の
障
害
基
礎
年
金
な
ど
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で

す
。
申
請
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
学
生
納
付
特
例
期
間

か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
も
、
国
民
年
金
保
険
料
の

後
払
い
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

学
生
で
な
い
若
年
者
が
、
将

来
の
無
年
金
・
低
年
金
に
な
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
同
居

し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
、
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
要
件
で
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
、
後
で
追
納
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
30

歳
未
満
で
本
人
お
よ
び
配
偶
者

の
所
得
が
基
準

(

全
額
免
除
基

準
と
同
額)

に
該
当
す
る
場
合
、

申
請
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す
。こ

の
適
用
を
受
け
る
と
、
万

一
障
害
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取

れ
ま
す
。
納
付
猶
予
の
期
間
は
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

受
給
資
格
期
間
に
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
ま
す
。

※
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
月
の

前
々
月
以
前
の
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
年
金
振
込
の

お
知
ら
せ
は
６
月
で
す

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険

の
年
金
の
振
り
込
み
の
お
知
ら

せ
は
、
原
則
と
し
て
年
１
回
で

す
。
毎
年
６
月
に
、
各
期
支
払

日
と
支
払
い
額
な
ど
が
一
括
し

て
記
載
さ
れ
た

｢

年
金
振
込
通

知
書｣

が
年
金
受
給
者
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
支
払
額
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
、
年
金
額
に
変
更

が
な
い
の
で
、
６
月
に
お
知
ら

せ
す
る

｢

年
金
振
込
通
知
書｣

に
、
平
成
20
年
度
の
年
金
額
が

平
成
19
年
度
と
同
額
に
な
る
こ

と
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
郵
便
局
の
窓
口
で
、

年
金
を
現
金
で
受
け
取
る
人
に

は
、
年
６
回

(

６
月
・
８
月
・

10
月
・
12
月
・
２
月
・
４
月)

｢

送
金
通
知
書｣

が
送
付
さ
れ

ま
す
。

年
金
の
受
け
取
り
は
、
便
利

で
安
心
な
振
り
込
み
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

広報しょうばら 2008.5 ��

保健医療課国保年金係 �0824-73-1158 三次社会保険事務所 �0824-62-3107国民年金保険料が
変わりました！
平成20年度の保険料は月額14,410円です｡
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安
心
＆
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署�
０
８
２
４-

７
２-

０
１
１
０

春の全国交通安全運動
春の全国交通安全運動が４月６日から10日間実施さ
れ､ 市内各地でイベントが行われました｡
４月10日には､ 庄原地区交通安全協会の会員や東小
学校の児童など約250人が参加して､ ｢わたしたちの願
い｣ が開催されました｡
東小学校では､ 児童が考えた交通安全標語の中から
優秀作品10点を表彰｡ また､ 交通安全をテーマにした
手品や腹話術を鑑賞しました｡
続いて､ 上原町のパトカーの駅広場では､ ドライバー
へ交通安全啓発品やチラシを配布し､ 交通事故防止を
強く訴えました｡
このようなイベントによって､市民の皆さんの交通安
全に対する思いがより一層高まることが期待されます｡

身近な犯罪発生状況 (庄原警察署管内)
各年１月～３月末 (単位：件)

年 乗物盗 街頭犯罪 侵入窃盗 性犯罪 その他 合計

平成18年 3 18 30 0 24 75

平成19年 1 6 2 0 26 35

平成20年 1 7 1 0 32 41

子
ど
も
の
安
全
確
保
を

新
学
期
に
入
り
、
１
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
新
入
生
も
学
校
の
生
活
に

慣
れ
、
気
候
も
穏
や
か
に
な
り
、
外

で
遊
ぶ
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
見
か

け
る
日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
子
ど
も
た
ち
が
、

凶
悪
、
悪
質
な
事
件
の
被
害
者
に
な

る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
最
近
で
は
平
成
17
年
11

月
22
日
に
、
広
島
市
安
芸
区
で
下
校

中
の
小
学
生
の
女
の
子
が
殺
害
さ
れ

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
庄
原
市
で
も
平
成

10
年
１
月
29
日
、
山
内
町
で
下
校
中

の
小
学
生
の
男
の
子
が
殺
害
さ
れ
る

事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

広
島
市
で
は
、
事
件
が
起
き
た
22

日
を
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
取
り

組
む

｢

こ
ど
も
安
全
日｣

と
定
め
、

毎
月
22
日
に
は
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
の
見
守
り
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

庄
原
警
察
署
管
内
で
は
、｢

パ
ト

カ
ー
の
駅｣

を
拠
点
と
し
て
、
小
学

生
な
ど
の
下
校
時
に
あ
わ
せ
パ
ト
カ
ー

を
停
車
さ
せ
、
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
警
察
が
連
携

を
図
り
、
小
学
校
、
中
学
校
周
辺
の

交
差
点
に
立
ち
、
子
ど
も
に
声
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
近
く
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
が
、
い
つ
犯
罪
の
被
害
に
遭
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が

被
害
者
に
な
る
よ
う
な
悲
惨
な
事
件

を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
み
ん

な
で
助
け
合
い
、
支
え
合
い
、｢

地

域
の
安
全
は
地
域
で
守
る｣

と
い
う

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

振り込め詐欺を防ぎ､
社協東城へ感謝状
４月７日､ 振り込め詐欺を未然に防
いだとして､ 庄原警察署が庄原市社会
福祉協議会東城地域センターへ感謝状
を贈りました｡
これは､ 業者から見覚えのない利用
料の支払いを電話で催促された町内の
男性が､ センターに相談｡ センターは､
東城交番とともに男性を説得し､ 被害
を未然に食い止めました｡

感謝状を受け取る松木センター長 東小学校で優秀作品を表彰
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全
国
中
学
生

空
手
道
選
抜
大
会
出
場

�������������������
�����������������������������
������������都

道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
出
場

������������������
��������������������平

成
19
年
度

メ
イ
プ
ル
賞
受
賞

�������������������
������������

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
��������������
�������������
�������� 全

国
大
会

全国レベルの大会出場者､ 全国・県レベルの大会､
市が共催する各種大会などの上位入賞者を掲載し
ます｡ (敬称略)

該当する方の情報は企画課広報統計係 (�0824-73-
1159) までお寄せください

今今年年最最後後のの市市民民球球場場でで
広広島島カカーーププをを
応応援援ししよようう！！ ��������
庄原市カープ応援隊のホームページもご覧ください｡ http://shobara-info.com/carp/

●ただいま協力会員を募集中
今年も､ 広島市民球場外野シート40席を確保す
るため､ 市内の団体・企業・事業所の方や市民の
皆さんにも企業会員・個人会員となってもらい､
カープ応援隊を構成します｡
皆さんも､ カープ応援隊の協力会員になって､ 広島市民球場で
広島カープを応援しましょう！
協力会員募集の詳細は次のとおりです｡

■個人会員の協力金 １口 10,000円
■企業会員の協力金 １口 40,000円
※カープ応援隊試合観戦の参加費は 別途お支払いいただきます｡
※試合観戦の参加費は､ 大人 (中学生以上) 3,000円

小人 (小学生) 2,000円
幼児 (３才以上) 1,000円

■企業会員の特典
カープ応援隊ホームページへ企業名､ 事業所名を掲載します｡
■個人会員の特典
広島カープの選手サインボールを１口に対して１個プレゼント
■申込方法 事務局までお問い合わせください｡
庄原市カープ応援隊事務局
庄原観光協会 (庄原商工会議所内) �0824-73-0602

�
�
�

庄
原
市
、
各
種
団
体
、
企
業
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

｢

庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊｣

を
結

成
し
、
昨
年
は
延
べ
１
、
７
５
８
人
の
応
援
隊
が
市
民
球
場
で
カ
ー
プ
の
勝
利
を
願
い
、
声

援
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
南
市
・
岩
国
市
由
宇
町
と
の
交
流
や
、
試
合
前
に
子
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
が
出
演
す
る
な
ど
、
市
民
球
場
で
も
多
く
の
思
い
出
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
・
庄
原
市
で
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
監
督
・
カ
ー
プ
選
手
を
招
き
、
野
球
教
室
の
開
催
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、｢

楽
し
か
っ
た
、
ま
た
行
き
た
い｣

｢

来
年
も
続
け
て

ほ
し
い｣

な
ど
、
好
評
い
た
だ
き
、
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
実
行
委
員
会
で
は
、
２
０
０
８

年
シ
ー
ズ
ン
も
カ
ー
プ
応
援
隊
を
継
続
し
て
い
ま
す
。



広報しょうばら 2008.5��

比
和
自
然
科
学
博

物
館
に
保
存
し
て
い

る
ク
ジ
ラ
類
の
化
石

の
う
ち
、
１
種
が
新

属
新
種
、
２
種
が
新

種
で
あ
る
こ
と
が
、

古
生
物
学
者
の
大
塚

裕
之
鹿
児
島
大
名
誉

教
授
ら
の
研
究
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
２

月
発
行
の
比
和
博
物

館
研
究
報
告
に
掲
載
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
博
物
館
の
ク
ジ
ラ
化
石
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も

登
録
さ
れ
ま
す
。

新
属
新
種
と
わ
か
っ
た
頭
部
化
石
は
、
庄
原
市

内
を
流
れ
る
西
城
川
河
床
な
ど
の
備
北
層
群
と
呼

ば
れ
る
地
層
で
見
つ
か
っ
た
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類
ケ
ト

テ
リ
ウ
ム
科
の
も
の
で
、
収
集
に
携
わ
っ
た
故
広

瀬
繁
登
氏
に
ち
な
み
、
ヒ
バ
ク
ジ
ラ

(

和
名)

属

ヒ
ロ
セ
ヒ
バ
ク
ジ
ラ
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か

の
２
種
も
デ
ィ
オ
ロ
ケ
ト
ゥ
ス
属
の
新
種
で
シ
ョ

ウ
バ
ラ
ク
ジ
ラ
、
パ
リ
エ
ト
バ
ラ
エ
ナ
属
の
新
種

で
ヤ
マ
オ
カ
ク
ジ
ラ
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
名
誉
教
授
は

｢

ク
ジ
ラ
類
の
進
化
を
た
ど

る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
発
見
で
、
こ
の
地
域
は

種
類
、
出
土
量
な
ど
世
界
的
に
も
有
数｣

と
評
価

し
て
い
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
化
石
の
分
類
、
整
理
を
す
す
め
、

７
月
下
旬
か
ら
一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

庄
原
の
ク
ジ
ラ
化
石
が
世
界
登
録

生
涯
学
習
課
比
和
生
涯
学
習
係�
０
８
２
４-

８
５-

３
０
０
５

東
城
町
の
温
泉
施
設

｢

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス

東
城｣

に
、
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

関
連
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
市
と
協
定
を
締
結

し
て
い
る
㈱
ジ
ュ
オ
ン
が
設
置
し
た
も
の
。
灯
油

ボ
イ
ラ
ー
か
ら
の
転
換
に
よ
っ
て
、
化
石
燃
料
の

使
用
量
削
減
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
を
推
進
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

と
木
材
関
連
産
業
の
活
性
化
お
よ
び
森
林
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

４
月
11
日
に
は
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の

参
加
者
が
見
守
る
中
で
、
ボ
イ
ラ
ー
の
稼
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
稼
動

政
策
推
進
課�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
１
３

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
の

業
務
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る

た
め
、
市
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
本
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
、
市
役
所
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ

ネ
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
６
％
削
減

(

対
平
成
18
年
度
比)

を
目
指

し
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
公
用
車
の
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
、
施
設
空
調
・

照
明
設
備
の
管
理
な
ど
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、
で
き
る
限
り
使
い
捨
て
用

品
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係�
０
８
２
４-

７
２-

１
３
９
８

◆リフレッシュハウス東城(�08477-2-1288)
・温泉 10時～21時
・プール､ トレーニングジム 13時～20時
※定休日 水曜日

クジラの化石

関係者が出席した ｢火入れ式｣

作成した計画書
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山
内
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
が
完
成

下
水
道
課
管
理
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
７
５

西
城
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

｢

ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
西
城｣

が
、
平
成
19
年
度
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
番
組
コ
ン
テ
ス
ト

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
情

報
化
推
進
協
議
会
主
催)

の
企
画
番
組
部
門

で
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
企
画
番
組
は
、
毎
月
１
回
西
城

産
の
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー

｢

里
山
の
旬
だ
よ
り｣

。
西
城
町
の
ベ
ジ
タ
ブ

ル
＆
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
の
加
藤
寛
子
さ

ん
が
、
地
元
産
の
旬
の
野
菜
や
果
物
を
取
り

上
げ
、
栄
養
や
簡
単
な
食
べ
方
な
ど
を
伝
え

て
い
ま
す
。

１
月
は
、
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
草
の
レ
シ
ピ

を
募
集
し
、
優
秀
作
品
の
レ
シ
ピ
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
し
て
、
地
元
商
店
で
配
布
す
る
な

ど
、
番
組
を
通
じ
て
地
産
地
消
や
、
食
と
農

の
つ
な
が
り
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

｢

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
西
城｣

が

全
国
大
会
で
優
秀
賞

西
城
支
所
地
域
振
興
室�
０
８
２
４-

８
２-

２
１
２
１

庄
原
市
堆
肥
利
用
促
進
研
究
会
が
３
月
21
日
、

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら

｢

ゆ
め
さ
く
ら｣

で
、
土
づ

く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
内
で
販
売
す
る
農
産
物
な
ど
に

｢

有
機｣

と

表
示
す
る
た
め
に
必
要
な
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
講

演
を
通
じ
て
、
家
畜
堆
肥
を
利
用
し
た
資
源
循
環

型
農
業
の
推
進
お
よ
び
庄
原
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。
市
内
の
農
業
者
な

ど
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
中
国
四
国
農
政
局
広
島
農
政
事

務
所
が

｢

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
と
認
定
手
順
に
つ
い

て｣

と
題
し
て
、
制
度
の
概
要
を
説
明
。
ま
た
、

実
際
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
認
定
を
受
け
、
農
産

物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
神
石
高
原
町
の
藤

井
仁
士
さ
ん
が

｢

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
制
度
に
取
り

組
ん
で｣

と
題
し
、
取

り
組
み
の
経
過
、
土
づ

く
り
の
難
し
さ
、
化
学

肥
料
の
怖
さ
な
ど
、
実

践
を
通
じ
て
得
た
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。

市
で
は
、土
壌
分
析
・

堆
肥
利
用
の
補
助
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
引
き

続
き
家
畜
堆
肥
を
利
用

し
た
土
づ
く
り
に
よ
る

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

土
づ
く
り
講
演
会
で

資
源
循
環
型
農
業
を
推
進

農
林
振
興
課
農
業
振
興
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
３
２

�
�
�

山
内
地
区
の
下
水
道

整
備
と
な
る
農
業
集
落

排
水
事
業
が
３
月
末
で

完
成
し
、
施
設
の
供
用

が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
し
尿

や
生
活
排
水
を
集
め
て

処
理
す
る
も
の
で
、
山

内
地
区
の
生
活
・
自
然

環
境
の
保
全
と
向
上
を

目
的
に
、
市
内
で
５
番

目
の
農
業
集
落
排
水
事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
70
億
７
、５
０
０
万
円
。
平
成
11
年
の

事
業
採
択
か
ら
９
年
間
に
わ
た
り
工
事
を
進
め
、
本
年

度
施
工
の
一
部
浄
化
槽
工
事
を
残
し
、
完
成
し
ま
し
た
。

処
理
人
口
は
４
、３
１
０
人
、
日
平
均
汚
水
量
は
１
、

１
６
４�
を
計
画
。
管
路
整
備
延
長
９
７
、２
４
７
ｍ
、

中
継
ポ
ン
プ
59
個
所
は
、
国
内
で
も
最
大
級
の
農
業
集

落
排
水
施
設
と
な
り
ま
す
。

処
理
場
敷
地
内
で
は
、
発
生
す
る
余
剰
汚
泥
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、
汚
泥
の
肥
料
化
設
備
を
備
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
に
生
活
排
水
を
処
理
す
る
だ
け

で
な
く
、
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
肥
料
化
す
る
こ
と
が
で
き
、

農
地
へ
還
元
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

下
水
道
供
用
開
始
区
域
と
農
業
集
落
排
水
供
用
開
始

区
域
で
は
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
下
水
道
へ
の

接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
い
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

国内最大級の農業集落排水施設

会場がいっぱいになるほどの人気

オフトークの録音をする担当の増永高子さん
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｢
花
の
坂
道
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
講
習
会｣

が

４
月
13
日
、
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
駐
車
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
園
北
入
口
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

庄
原
市
街
地
へ
の
集
客
を
図
る
た
め
、
市
の｢�
ま

ち�
は�
公
園�
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業｣

の
一
環

と
し
て
、
し
ょ
う
ば
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

委
員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

㈱
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま
の
齊
木
義
伸

業
務
課
長
が
講
師
で
、
土
の
選
び
方
か
ら
植
付
け

の
際
の
注
意
点
な
ど
を
指
導
。
約
55
人
の
参
加
者

は
、
２
０
０
鉢
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
色
と
り
ど
り
の

花
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
、
参
加
者
は
完
成
間
近
の

｢

エ
ン

ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
国

兼｣

や
ス
イ
セ
ン
ガ
ー

デ
ン
を
見
学
。｢

花
の

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
初
め

て
聞
く
内
容
も
あ
り
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た｣

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し

た
。完

成
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー

は
、
北
入
口
か
ら
続
く

国
道
４
３
２
号
線
の
坂

道
に
、
６
月
い
っ
ぱ
い

設
置
し
ま
す
。

花
の
も
て
な
し
で
市
街
地
へ
集
客

商
工
観
光
課
定
住
推
進
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
７
８

西
城
中
学
校
、
西
城
小
学
校
、
美
古
登
小
学
校

の
給
食
を
賄
う
西
城
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
、

西
城
町
入
江
に
完
成
し
、
４
月
７
日
か
ら
本
格
的

に
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
調
理
場
で
は
、
１
日
約
２
８
０
食
を
調
理

し
、
各
学
校
へ
配
送
し
て
い
ま
す
。

初
日
の
献
立
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ス
プ
リ
ン
グ

サ
ラ
ダ
、
牛
乳
で
、
４
月
は｢

入
学
お
祝
い
献
立｣

や

｢

お
花
見
献
立｣

・｢

食
育
の
日
献
立｣

な
ど
の

特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
給
食
が
な
か
っ
た
西
城
中
学
校
の
生

徒
は

｢

配
膳
が
大
変
で
し
た
が
、
温
か
く
て
お
い

し
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
、
高
野
中
学
校

の
給
食
調
理
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
隣
接
す
る
高

野
小
学
校
の
給
食
調
理
場
を
改
修
し
て
建
設
。
４

月
か
ら
、
両
校
合
わ
せ
て
１
日
約
２
１
５
食
の
調

理
が
始
ま
り
ま
し
た
。

西
城
・
高
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が

ス
タ
ー
ト

教
育
総
務
課
学
校
管
理
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
６

３
月
12
日
と
21
日
、
口
和
町
で
介
護
予
防
講
演

会
を
開
催
し
、
延
べ
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。第

１
回
は
口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
国
原
医

院
の
国
原
玄
一
郎
先
生
が

｢

加
齢
と
病
気｣

、
第

２
回
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
で
口
和
診
療
所
の
渡

辺
将
史
先
生
が

｢

高
齢
者
の
病
気
に
つ
い
て｣

と

題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。

二
人
は
、｢

高
齢
者
の
病
死
の
多
く
を
占
め
る

血
管
疾
患
は
高
血
圧
が
原
因
。
60
歳
以
上
の
約
６

割
が
高
血
圧
と
い
わ
れ
、
脳
梗
塞
の
発
生
率
も
６

〜
８
倍
高
い
。
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
高

血
圧
の
治
療
が
大
切｣

な
ど
と
説
明
。
ま
た
、

｢

認
知
症
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
と
脳
血
管
性
で

８
割
以
上
を
占
め
る
。
脳
血
管
性
は
高
血
圧
が
関

与
し
て
お
り
、
予
防
が
可
能
。
歳
の
せ
い
と
放
っ

て
お
か
ず
に
、
気

に
な
っ
た
ら
早
く

相
談
し
、治
療
し

て
い
く
こ
と
が
大

切｣

と
、
高
血
圧

の
危
険
性
を
指
摘

し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
に
介
護
予
防

し
、
ど
う
し
た
ら

元
気
に
過
ご
せ
る

か
を
熱
心
に
訴
え

ま
し
た
。

口
和
町
介
護
予
防
講
演
会

口
和
支
所
市
民
生
活
室�
０
８
２
４-

８
７-

２
１
１
４

完成間近のエントランスセンター国兼の前で楽しく作業

給食が始まった西城中学校

講演する国原先生



広報しょうばら 2008.5 ��
市街地にひな飾りが並ぶ
東城まちなみ春まつり
東城まちなみ春まつりが４月４日から４月10日
まで開催され､ 東城市街地の商店などに､ ひな飾
りが約500ｍにわたり並びました｡
各家に伝わるひな人形を中心として､ 藍染めの
れんや刺子､ 押花アートなどの作品が東城の春に
彩りを添えました｡ また､ 老舗旅館三楽荘での雪
消し鍋､ 地域住民のぜんざいやうどん､ 抹茶など
で観光客をもてなし､ にぎわいました｡
４月５日には､ 東城町出身のバリトン歌手､ 久
岡昇さんのオペラ ｢一人笠地蔵｣ が徳了寺境内で
あり､ 暖かな春の日差しの中､ コンサートと芝居がミックスされた公演に大勢の観客が魅了されました｡
公演した久岡さんは､ ｢出身地の東城で､ このようなコンサートを開催でき､ とても胸が高鳴りました｡
また､ 東城で公演できる日を楽しみに練習を重ねていきたい｣ と話していました｡

ひな人形の展示と琴の演奏を楽しむ

心を一つに新たな門出
比和と山内で小学校統合式
比和町の４つの小学校を一つに統合し､ 新しい
比和小学校のスタートとなる比和小学校統合式が
４月６日､ 比和小学校体育館で行われました｡
式典では､ 統合に伴って作られた新しい校歌が
披露・斉唱されました｡ この校歌は､ ４つの小学
校の児童が考えた歌詞と一般公募による歌詞を､
比和町出身の作詞家奥田祐子さんが取りまとめて
完成したものです｡
児童を代表して田中大地くんは ｢４校のみんな
で､ それぞれの学校や地域の良いところ､ 宝物を
発表し合って思い出の詰まった新校歌ができました｡ この校歌のように､ それぞれの学校で頑張ってきた

ことや素晴らしい取り組みが､ 一つの学校になることによって､
もっと素晴らしい考えが浮かび､ 良い行事や取り組みができると
思います｣ とあいさつしました｡
４月７日には､ 山内小学校と水後小学校を一つにする統合記念
式典が山内小学校体育館で行われ､ 新生山内小学校として第１歩
を踏み出しました｡
廣澤伸高校長は ｢両校の歴史､ 伝統､ 風土を継承し､ 一つの学
校として､ 心豊かでたくましい山内の子どもたちの育成と､ 美し
い学校・新生山内小学校の創造を目指してまい進します｣ とあい
さつ｡
統合を記念して､ 山内自治振興区からバッジ200個が送られま

した｡ 自治振興区の実安裕美事務局長は ｢同じバッチをみんなが
つけることで､ 一体感の醸成になれば｣ と話していました｡

新しい校歌を歌う比和小の児童

バッジをつけてもらう山内小の児童
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創作活動を通じて地域社会に貢献
久保善博さんが県民文化奨励賞

西城町大佐で ｢善博日本刀鍛錬道場｣ を構える､ 刀匠の久保善博さんが､
(財)けんしん育成文化振興財団の ｢第23回県民文化奨励賞｣ を受賞しまし
た｡
これは､ 久保さんの永年にわたる創作活動・文化活動が､ 潤いのある地
域社会の創造発展に貢献したと高く評価されたものです｡
久保さんは､ 平成19年に(財)日本美術刀剣保存協会主催 ｢新作名刀展｣
で､ 第1席の会長賞を受賞したほか､ 中国山地の一大産業であった ｢たた
ら製鉄｣ について､ 学術的に研究し､ 発表しています｡
また､ 展覧会の開催や､ 近隣の小学校児童に ｢たたら製鉄｣ の体験指導
を行うなど､ 日本刀の魅力や優れた技術の普及・伝承に努めています｡
今後について久保さんは ｢小刀教室を開催して､ ものづくりの楽しさを
伝えていきたい｣ と話していました｡

受賞を喜ぶ久保善博さん

地域資源を活かしイベント
ためしげ福寿草まつり

｢福寿草の里｣ を広くPRしようと､ 為重自治
振興区が４月５・６日の両日､ 東城町久代地区で
｢福寿草まつり｣ を開催しました｡
今年も約1.5キロにわたる福寿草自生地では､

早春のやわらかな日差しを浴びて黄色い花が咲き､
市内外から訪れた多くの観光客は ｢これだけ群生
しているのは珍しい｣ と､ かわいらしく咲いた花
を写真に収めていました｡
また､ バザーコーナーでは､ 山菜うどんやしし
汁､ おこわなど､ 地元の味を楽しんでいました｡
この地区に咲く福寿草は､ ｢ミチノクフクジュ

ソウ｣ と呼ばれる種類で､ 他の品種とは交配され
ていない原種｡ ｢幸福を招く｣ といわれ､ 地元で
大切にされてきました｡
為重自治振興区では､ 遊歩道を整備したり､ 専
門家による山野草の勉強会をしたりして､ 福寿草
の里づくりを進めています｡

写真を撮りながら散策する観光客

桜満開の上野池で｢音色｣を楽しむ
倉田百三ゆかりの紫水寮でイベント
桜が満開となった上野池の紫水寮で､ さまざま
なイベントが開催されました｡
紫水寮は､ 結核を患った倉田百三が療養生活を
送ったことで知られています｡ ４月12日は､ ｢敦
盛さん保存会｣ の公開練習が行われ､ 紫水寮から
流れる琴や三味線の音色に､ 花見客が足を止めて
聞き入っていました｡ 13日には､ ｢NPO法人アー
スランドフォトネットワーク｣ による ｢桜咲く国
から｣ コンサートが行われ､ 新屋まりさんの心地
よい歌声が上野池に響きました｡
紫水寮は､ 無料休憩所として ｢庄原紫水会｣ の
皆さんがボランティアで管理・運営しています｡
庄原紫水会では､ 紫水寮の管理を行うボランティ
ア会員を募集しています｡ 関心のある方は､ �08
24-72-0742 (定光) または�0824-72-2870 (土居)
までご連絡ください｡

左がコンサート､ 右が公開練習



広報しょうばら 2008.5 ��

食品の機能を学び新商品の創出へ
庄原地域機能性食品研究会

しょうばら産学官連携推進機構が３月26日､ 庄原市ふれ
あいセンターで ｢庄原地域機能性食品研究会｣ を開催しま
した｡
これは､ 県立広島大学の研究資源を生かし､ 付加価値の
高い新商品の開発に取り組もうと行われ､ 食品加工に取り
組む地域住民など約30人が参加しました｡
研究会では､ 食品加工技術アドバイザーの藤中義治さん
が ｢地産農産物を活かす食品加工｣ と題して講演｡ 庄原に
ある農産物を使った加工食品を机に並べ､ ｢アイデアしだ
いで､ これだけの加工食品ができる｡ いつでも相談を受け
付けるので､ 新商品を開発しよう｣ と呼びかけました｡
また､県立広島大学の武藤徳男教授や吉野智之講師が講

演し､食品機能の活かし方について説明しました｡
講演の後､ 参加者は実際におからクッキーなどの加工食品を試食しながら､ 意見交換しました｡

自治振興区活動をまとめて紹介
地域情報誌 ｢たかの｣ を発行
高野町自治振興区連絡協議会が４月４日､ 地域情報誌
｢たかの｣ ４号を発行しました｡
この地域情報誌は､ 高野町の情報共有と情報発信､ 自
治振興区活動の啓発を目的とし､ 平成17年12月に創刊し
ました｡ 今回は､ 高野町の１年間の自治振興区活動をま
とめ､ 連絡協議会が主催したグラウンドゴルフ大会､ 花
いっぱい景観コンテスト､ 七夕まつりをはじめ､ 高野町
の11自治振興区の特色ある活動を写真付きで紹介｡ 900
部印刷し､ 高野町の全世帯へ配布しました｡
編集スタッフ代表の後藤信房事務局長は ｢各自治振興区の特色ある取り組みが刺激となり､ さらに地域
づくりが活発になれば｣ と話していました｡

温かい音色に笑顔広がる
口和郷土資料館レコードコンサート
ふれあいレコードコンサートが４月５日､ 口和郷土資
料館で行われました｡
このコンサートは､ 安部博良館長が真空管などを集め
て製作したオリジナルのアンプを使って行われ､ 遠くは
広島市などからお客が集まりました｡
来場者が持参した ｢愛蔵盤｣ を中心に､ クラシックや
洋楽､ 誰もが懐かしむ歌謡曲を流すと､ 来場者はレコー
ドのジャケットを見ながら､ 当時の思い出や音へのこだ
わりを楽しそうに話していました｡
この資料館は､ たびたびマスコミにも取り上げられるなどして､ 平成19年度の入場者数は前年度のほぼ
倍になっています｡ 安部館長は ｢今後もふれあいシネマや､ ふれあいコンサートを継続し､ 市外からも多
くの人を呼び込みたい｣ と話していました｡

机に並んだ加工食品を手に取りながら講演を聞く

22ページ､ オールカラーの地域情報誌

安部館長との会話を楽しみながらレコードを聴く



広報しょうばら 2008.5��

各家のひな飾りを集め展示
くちわ旧暦ひなまつり
口和公民館が４月１日から８日までの７日間､ 口和文化ホー
ルヒューマンライツで､ ｢くちわ旧暦ひなまつり｣ を開催し
ました｡
暖かくなり始めたこの時季は､ 旧暦で桃の節句にあたりま
す｡ 昭和初期の三次人形や豪華な七段飾りなど､ 口和公民館
が各地域へ呼びかけて集めたひな人形やひな飾り､ 掛軸が会
場に並びました｡
５日には､ メンコなど昔懐かしいおもちゃで遊べるコーナーや木工教室､ 絵本の読み聞かせが行われ､
多くの子どもたちでにぎわいました｡

公園の改装を祝いイベント
青岳山公園で ｢さくらまつり｣
峰田自治振興区が４月13日､ 公園の改装を記念し､ 青岳山
公園で ｢さくらまつり｣ を開催しました｡
地域住民など約150人が参加｡ 歌手の上杉千恵美さんによ

る歌謡ショーのほか､ カラオケや大声大会､ 宝探しなどが行
われ､ 参加者は桜の木の下で弁当を食べながら､ それぞれの
イベントを楽しみました｡
峰田自治振興区は昨年度､ 地域のシンボル ｢青嶽山｣ 山頂の公園を地域の憩いの場とするとともに､ 庄
原市の新名所としてPRするため､ 市の自治振興区活動促進補助金を活用して､ 展望台や案内看板を設置｡
３月には､ 桜の苗木約30本を公園に植えています｡

防災意識の高揚を図る
市消防団比和方面隊出動式

庄原市消防団比和方面隊出動式が４月６日､ 比
和スポーツ広場で開催されました｡
この ｢出動式｣ は､ 比和方面隊独自の行事とし
て毎年行われ､ 消防団員の防災に対する意識の高
揚を図るとともに方面隊内での役員異動や新入団
員の紹介､ 各種表彰などを行っています｡
当日は､ 岡原恭昭方面隊長をはじめ70人の団員
が参加｡ 商店街でパレードした後､式典に臨み､観
閲､器具点検､分列行進を行いました｡ 団員らは
｢有事の際に､住民の皆さんの期待に応えられるよ
う技術向上に努めていきたい｣ と話していました｡
比和方面隊では６月に､ 大規模林野火災想定訓
練を予定しています｡

節分草の魅力を作品で表現
山野草写真・絵手紙コンテスト
節分草自生
地公開期間中
に募集した
｢山野草写真・
絵手紙コンテ
スト｣ の審査
が行われ､ 各
部門で最優秀
１点､ 優秀賞
２点､ 佳作５点の受賞者が決まりました｡
このコンテストは､ 総領町に咲く節分草や山野
草を題材とした写真や絵手紙の作品を募集するも
ので､ 今年で11回目になりました｡
今回は､ 写真の部に61人から175作品､ 絵手紙

の部に30人から41作品が応募｡ 最優秀賞は､ 写真
の部で広島市の山木純子さんに､ 絵手紙の部で福
山市の谷川伊子さんにそれぞれ贈られました｡
入賞した作品は､ 今後の広報資料として活用す
るほか､ 総領町の道の駅リストアステーションな
どで展示します｡

最優秀作品の２点

観閲を受ける団員

ひな人形の前で絵本の読み聞かせ

桜の下で歌謡ショーを楽しむ
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つ
じ
祭
り
で
す
。
道
後
山

山
頂
か
ら
は
、
３
６
０
度
の
雄

大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。

つ
つ
じ
の
甘
い
香
り
と
と
も
に
、

山
々
の
連
な
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
き

６
月
15
日(

日)

11
時
〜

と
こ
ろ

月
見
が
丘
山
頂

(

西
城
町)

(

雨
天
の
場
合
は
、
道
後
山
高

原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
体
育
館)

内
容

奉
納
神
楽
、
西
城
川
太

鼓
、
福
も
ち
ま
き

＊
無
料
送
迎
バ
ス
が
、
９
時
に

備
北
商
工
会
館
前
を
出
発
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

�
０
８
２
４-

８
２-

２
７
２
７

庄
原
市
成
人
式

本
年
度
の
成
人
式
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

と
き

８
月
15
日(

金)

10
時
〜

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

対
象
者

市
内
在
住
者
、
ま
た

は
市
外
に
住
む
庄
原
市
出
身
者

で
、
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。

■
実
行
委
員
を
募
集

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
一

緒
に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

成
人
式
対
象
者
で
、
成
人
式

の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

活
動
期
間

６
月
か
ら
成
人
式
終
了
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
８

県
民
の
森
自
然
観
察

比
婆
山
の
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
と
、

道
後
山
の
草
花
を
観
察
し
ま
す
。

と
き

６
月
13
日(

金)

14
日(

土)

参
加
費

１
人

１
１
、０
０
０
円

１
泊
３
食(

２
日
目
昼
食
弁
当
付)

募
集
人
員

30
人

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
内
容

は
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
案
内

し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン

タ
ー

�
０
８
２
４-

８
４-

２
０
１
１
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薬
草
探
検
隊
と

薬
膳
料
理
教
室

七
塚
原
に
自
生
す
る
薬
草
を

探
索
し
、
薬
草
の
効
能
や
利
用

の
仕
方
を
学
習
し
ま
す
。

講
師

広
島
大
学
准
教
授

神
田
博
史
さ
ん

薬
膳
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

木
元
典
子
さ
ん

と
き

６
月
７
日(

土)

８
日(

日)

１
泊
２
日

(

日
帰
り
参
加
も
で
き
ま
す)

と
こ
ろ

高
原
の
家
七
塚

対
象
者

成
人

会
費

８
、０
０
０
円

(

食
事
・
宿
泊
費
な
ど)

応
募
締
切

６
月
２
日(

月)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
原
の
家
七
塚

�
０
８
２
４-

７
５-

２
０
３
３

FAX
０
８
２
４-

７
４-

０
８
２
７

水
道
週
間

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。

今
年
は

｢

た
だ
い
ま
ァ
ー

蛇
口
ひ
ね
っ
て

水
ゴ
ク
リ｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
各
地

で
水
道
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
水
道
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生
の

向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い｢

水
道｣

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
庶
務
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
６
９
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【５月のイベント情報】

●フラワーデザイン講座

とき ５月14日(水)・21日(水)
28日(水)

※申し込みはマーガレット・フルール
(�082-810-5670)

口和郷土資料館

問い合わせ �0824-87-2230
開館日 月・木・土曜日

９時～17時

色鮮やかな塗りが施され､
正面には家紋も彫刻された
豪華な仕上げになっていま
す｡
口和地域では､ 牛供養の
行事として花田植えの前､
代かきの牛の背に載せて使っ
ていました｡
花鞍には家紋などを染め
た幟もたて､ 数十頭の牛が
参加して大変華やかです｡
役牛にとっては晴れ舞台で､
先頭を行くのは名誉とされ
ました｡
その時は､ 田楽も併せて
行われ､ 口和地域の大きな
お祭りの一つでした｡

展示品紹介 花鞍
はなやぐら

60㎝

１ｍ

イベント情報
上野眞樹
バイオリンコンサート
とき ６月７日(土)

13時30分～

平成20年度 標準農作業料金
(１袋は30㎏・消費税込み)

作業区分 単位 条 件 金額

農作業賃金
(賄いなし)

１日 男女共 実働８時間 8,000円

１時間 男女共 1,000円

耕 起 10ａ 通 常 7,200円

代かき 10ａ 植代かき 11,000円

田植機 10ａ 手直しなし 7,200円

防 除 10ａ 農薬代は別 2,100円

コンバイン 10ａ 一連作業 23,500円

乾燥調整 １袋 うるち生籾 1,260円

調整のみ １袋
うるち籾 700円

もち籾 1,000円

籾殻処理 １袋 10円

籾運搬料 10ａ バラ籾 3,500円

※秋の収穫作業において､ 倒伏・強湿田については､ 追加料
金が必要となる場合があります｡ また､ 実際の運用は､ 地
域差､ 作業時間などを考慮し､ 双方でよく話し合って決め
てください｡

参考 草刈り作業委託料金

(シルバー人材センター �0824-72-1135)
(原則２人以上で対応)

交通費１日 200円 １時間＝約1,700円

問い合わせ 農業委員会事務局 �0824-73-1133



毎年５月は
消費者月間です

平成20年のテーマ

｢活かそう 消費者・生活者の視点｣

広報しょうばら 2008.5��

プラグがぐらぐらしていませんか？

差し込みが不完全だと電源プラグが外れか
かって､ コンセントや電源プラグが発熱し､
発火する危険があります｡
電源プラグはコンセントにきっちり差し込
みましょう｡

プラグは汚れていませんか？

長時間差し込んだままの電源プラグには､
ほこりなどが付着して､ 発煙・発火の原因に
なります｡
定期的にコンセントから抜いて､ 掃除をす
るようにしましょう｡
※濡れたままの手で電源プラグを抜き差しす
ると感電する危険があります｡ 乾いた布など
でほこりなどを取り除くようにしましょう｡

コードを物の下敷きにしていませんか？

電源コードをカーペットや家具､ 製品など
の下に敷くと､ 傷がついたり熱がこもったり
して､ 発火する危険があります｡
電源コードの上に物を置いたり､ 敷物など
の下に入れたりしないようにしましょう｡

電源コードを引っぱっていませんか？

電源コードを引っぱって抜くと中の電線が
切れたり､ 電源プラグの中の接続部が緩んだ
り外れたりします｡
必ず､ 電源プラグをしっかり持って抜きま
しょう｡

余ったコードを束ねていませんか？

束ねた電源コードは放熱が妨げられて発熱・
発火する危険があります｡
使用するときは､ 必ずコードを伸ばしましょ
う｡

タコ足配線をしていませんか？

家庭用コンセントやテーブルタップには､
電流を一度に流すことができる限度 (定格電
流) があります｡
コンセントやテーブルタップにたくさんの
器具をつなぐタコ足配線は､ 定格電流を超え
る恐れがあり､ 発熱して発火する危険があり
ます｡
使用限度の表示を確認して､ 定格電流を超
えた使用をしないようにしましょう｡

コードを壁や床に固定していませんか？

電源コードを針や針金などで固定すること
は禁止されています｡ 使っているうちに被膜
が破れて漏電や発火の原因になります｡ 固定
せずに使用しましょう｡

これらを点検して異常がある場合は､ 使用
を止めて､ 電源プラグを抜き､ 販売店などに
相談しましょう｡

問い合わせ・相談窓口
〇市民生活課生活安全係 �0824-73-1154
〇消費生活相談コーナー(祝日を除く､毎週水曜日)
市民生活課生活安全係内 �0824-73-1228

����
���

日々の暮らしの中で､ 家電製品などの使用の仕方によっては､ 消費者自身でトラ
ブルを招く恐れがあります｡
消費者自身でのトラブルを防ぐため､ 今回は､ 身近で使用している ｢コンセント・
電源プラグ・電源コード｣ の使用についての注意点をお知らせします｡
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わ
や
か
な
気
候
が
続
く
こ

の
季
節
、
公
園
の

｢

花
の

広
場｣

｢

ひ
ば
の
里｣

で
は
初

夏
の
花
が
次
々
に
開
花
し
て
い

ま
す
。

青
い
空
と
新
緑
、
さ
わ
や
か

な
風
の
吹
く
花
畑
に
広
が
る
真
っ

赤
な
ポ
ピ
ー
は
約
６
万
本
。
８

万
株
の
ビ
オ
ラ
・
パ
ン
ジ
ー
の

絨
毯

じ
ゅ
う
た
ん

が
広
が
る

｢

花
の
広
場｣

で
、
５
月
中
旬
〜
６
月
上
旬
ま

で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、｢

花
の
広
場｣

か
ら

｢
大
芝
生
広
場｣

へ
抜
け
る
と
、

藤
の
花
が
青
空
へ
向
か
っ
て
咲

い
て
い
る
よ
う
な
そ
の
姿
か
ら

�
昇
り
藤�
の
和
名
を
持
つ
、

約
１
万
４
千
本
の
ル
ピ
ナ
ス
の

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

紫
、
ピ
ン
ク
、
白
の
色
が
鮮

や
か
な
、
こ
の
地
域
で
は
珍
し

い
花
で
す
。

茅
葺
き
農
家
が
あ
る

｢
ひ
ば

の
里｣

で
は
、
昔
な
が
ら
の
風

情
に
ぴ
っ
た
り
の
ア
ヤ
メ
や
シ
ョ

ウ
ブ
の
花
が
５
月
中
旬
ま
で
開

花
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
６

月
中
旬
か
ら
は
約
８
千
株
の
ア

ジ
サ
イ
の
花
が
、
見
ご
ろ
を
迎

え
、
春
か
ら
続
く
花
物
語
も
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。

エ
リ
ア｢

北
入
口
セ
ン
タ
ー

エ
リ
ア
・
み
の
り
の
里｣

の
オ
ー
プ
ン
で
、
庄
原
市
街
地

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
と
っ
て
も

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

園
路
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

が
ぐ
る
っ
と
一
周
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
国
兼
池
の
湖

畔
を
巡
り
な
が
ら
、
色
と
り
ど

り
の
初
夏
の
色
が
広
が
る
公
園

で
ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

さ
と
や
ま
自
然
塾
２
０
０
８

５
月
24
日(

土)

開
催
！

｢

ひ
ば
の
里｣

で
の
田
植
え

や
畑
作
業
、
自
然
の
中
で
過
ご

す
共
同
生
活
を
体
験
し
て
い
た

だ
く

｢

さ
と
や
ま
自
然
塾｣

が

５
月
、
６
月
、
８
月
の
全
３
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

※
詳
細
お
よ
び
お
申
し
込
み
は

『(

社)

庄
原
青
年
会
議
所

�
０
８
２
４-

７
２-

２
１
２
１

(

商
工
会
議
所
内)』

へ
ど
う
ぞ
。

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
回

５
月
24
日(

土)
｢

ひ
ば
の
里｣

で
、
田
植
え

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※
な
お
、
田
植
え
体
験
は
25
日

(
日)

に
も
開
催
し
、
両
日
と

も
当
日
の
参
加
を
受
け
付
け
ま

す
。

第
２
回

６
月
21
日(

土)

第
３
回

８
月
２
日(

土)
〜
３
日(

日)

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
程
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
電
話
に
て

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
花
の
開
花
状
況
は
天
候
な
ど

に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

さ新

【庄原市ホームページアドレス】http://www.city.shobara.hiroshima.jp

女性児童課男女共同参画係 �0824-73-1243������������� � � � � � � � � � ����������������
広 島 県 広 島 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 女 性 相 談 課
(配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所)�082-254-0391
広 島 県 備 北 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 相 談 援 助 課
(配偶者暴力相談支援センター)�0824-63-5181(内線2313)
あなたのグループに出向きます!! �� � ������������������ ����

※公務により実施できない場合もあります｡
※道路の改良･維持･修繕などの要望､陳情は､直接事業担
当課へお願いします｡
■問い合わせ 企画課広報統計係�0824-73-1159｢ふれあい市長室｣の日程

����������
と き ５月17日(土) 14時～15時30分
講 師 中越利夫所長
演 題 縄文土器のはなし������
と き ６月７日(土) 13時30分～15時
講 師 久保田昭美さん
参加費 300円 (材料費)
※お申し込みは６月１日まで

��� ����������
期間 ６月29日(日)まで�08477-6-0161

女性で､寄って､お話しませんか？

�
｢広報しょうばら｣に広告を募集します
市内の全世帯(約16,000世帯)に配布する広報紙

｢広報しょうばら｣(毎月５日発行)に広告を掲載する
法人､団体､個人事業者などを募集します｡
問い合わせ 財政課理財係 �0824-73-1202
健康でのびのびと暮らしたい！
地域で楽しく過ごすためのヒントを､

一緒に考えましょう｡
※詳しくは女性児童課まで､
お気軽にお問い合わせください

�����������������������������������������������
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５月・６月の犬・猫の引き取りは､ 次の
日程で実施します｡ なお､ 手続きには認
印が必要ですので､ 持参してください｡

犬･猫の
引き取り

日 程 場所および時間

庄原
地域

５月は第２～第４火曜日
5月13・20・27日
6月3・10・17・24日

東自治振興センター 11時～11時10分
仮庁舎 11時25分～11時35分
敷信自治振興センター11時50分～12時

…
…………

西城
地域

毎月第１・第３木曜日
5月15日
6月5・19日

西城支所………9時～9時10分

東城
地域

毎月第１・第３木曜日
5月15日
6月5・19日

小奴可研修センター…9時40分～9時50分
東城文化会館…10時20分～10時30分

口和
地域

毎月第４木曜日
5月22日
6月26日

口和支所………11時40分～11時50分

高野
地域

毎月第４木曜日
5月22日
6月26日

高野支所………13時20分～13時30分

比和
地域

毎月第４木曜日
5月22日
6月26日

比和支所………13時50分～14時

総領
地域

毎月第２水曜日
5月14日
6月11日

総領支所………9時40分～9時50分
(スクールバス駐車場)

問い合わせ 環境衛生課 �0824-72-1398

休日診療のご案内
５月・６月の休日診療について
は､ 次のとおりです｡

■庄原地域
月 日 診療所名 電話番号

５月11日(日)

18日(日)

25日(日)

６月１日(日)

８日(日)

林 医 院

戸 谷 医 院

牧 原 医 院

庄原赤十字病院

河 本 医 院

0824-72-0121

0824-72-3131

0824-72-0057

0824-72-3111

0824-75-0311

※庄原赤十字病院については､ 救急患者に限ります

■東城地域
月 日 診療所名 電話番号

５月11日(日)

18日(日)

25日(日)

６月１日(日)

８日(日)

こぶしの里病院

東 城 病 院

瀬 尾 医 院

こぶしの里病院

細 川 医 院

08477-2-5255

08477-2-2150

08477-2-0023

08477-2-5255

08477-2-0054

■発行／平成20年5月7日 ■編集・発行／庄原市企画課 〒727-8501 広島県庄原市中本町一丁目10番１号 �0824-73-1159 ■印刷／シンセイアート㈱
毎
年
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、

春
は
市
役
所
へ
の
通
勤
が
一

番
楽
し
く
な
る
季
節
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
雪
道
か
ら
開

放
さ
れ
る
こ
と
と
、
桜
を
長

期
間
に
わ
た
り
楽
し
め
る
か

ら
で
す
。
同
じ
庄
原
市
で
あ

り
な
が
ら
、
桜
の
開
花
時
期

が
全
く
違
っ
て
、｢

今
日
は

こ
の
桜
が
咲
い
た｣

と
、
桜

前
線
が
伸
び
て
い
く
の
を
実

感
し
な
が
ら
運
転
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
旬
を
長
く
楽

し
め
る
の
も
庄
原
市
の
魅
力

の
一
つ
で
す
。
こ
の
魅
力
を

最
大
限
に
楽
し
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
生
か
せ
る
と
思
い

ま
し
た
。

糸� [住民基本台帳登載人口]
○人 口 42,110人(前年比－697人)
男 19,940人(前年比－350人)
女 22,170人(前年比－347人)

○世帯数 16,096世帯(前年比－76世帯)
[外国人登録人口]
○人 口 326人(前年比＋17人)

人の動き(３月末日現在)

��������������������
市街地の空き店舗を活用した､ 各種展示ができる市民ギャラリーです｡

｢佛画と水墨画展｣
9日(月)～12日(木)
10時～17時 ※入場無料

●問い合わせ
庄原市文化協会事務局 電話0824-72-4347(白川)
生涯学習課文化振興係 電話0824-73-1189
商工観光課商工観光係 電話0824-73-1179
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込
みください｡ 使用料はいりません｡

�������
献血を次のとおり実施します｡
皆さんのご協力をお願いします｡

■問い合わせ 保健医療課医療係 �������������献血の
ご案内
実施日 会場 受付時間

５月27日(火) 広島県立農業技術大学校 10時～11時30分

５月27日(火) 土井木工㈱庄原工場 13時30分～15時

６月５日(木) 比和文化会館 11時30分～15時

����
★くんちいちでは地元庄原市の出店
者さんを待っています｡ お店デビュー
は九日市で｡
★父の日のプレゼントを探してみよ
う｡������� �������������������� ���� ��������������������������������

���

�����



比和牛供養田植 (広島県無形民俗文化財)

比和町では４年に１回､ ｢比和牛供養田植｣ が披露
されます｡
この伝統芸能は､ 太鼓踊りの技法が原形のまま伝承
されているのが特色で､ 農宝の旗を背にした供養牛20
頭による勇壮な代掻

しろか

きは県内最大級です｡
サゲ・太鼓の調子に合わせて早

そう

乙
と

女
め

がにぎやかに田
植えを行い､ 田んぼ一面が次第に緑に覆われていく景
色は人々を魅了します｡ その景色は､ 忘れかけていた
郷愁や､ お互いに助け合って暮らした里山の原風景そ
のものです｡
現在では､ 比和中学校の年中行事として伝承活動も
続けられています｡
５月25日(日)には､ ４年ぶりにこの伝統芸能が楽し
めます｡ 太鼓打ちが後ろにそり､ 笠で水をすくう妙技
も見られるかも知れません｡ 壮大な田園絵巻を見に､
ぜひおいでください｡ 若林隆志 (比和町)

次世代へ引き継ぎたい有形・無形
の財産の中から､ 市民が庄原市全
体の宝として選ばれたものを紹介
するコーナーです｡ 自然・歴史・
文化・生活・産業など､ 各分野か
らご推薦ください｡

応募方法
名前と住所をご記入のうえ､ ｢ここ
が好き｣ ｢ここがすばらしい｣ ｢こん
な保全活動をしている｣ など､ ”庄
原の宝”への思い入れなどを200字
程度にまとめ､ 写真１枚を添付して､
郵送またはメールでご応募ください｡

応募先
〒727-8501
庄原市中本町一丁目10番1号
庄原市企画課広報統計係�0824-73-1159
メール kikaku-toukei@city.shobara.
hiroshima.jp

広報しょうばら 2008.5 ��


